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第131号
平成31年
4月26日

４月２日、イオンモール新発田に期日前投票所が初めて開設されました。市議会では有権者の利便性向上を目指し、ショッ
ピングセンターでの期日前投票所の開設について質問してきました。行政視察による調査活動を踏まえた議論を経た上で
の提案が実現することとなりました。県議会議員選挙では、５日間の設置期間中、合計２,735 人もの方が投票に訪れたと
のことです。市民の皆さんがもっと選挙に関心を持つきっかけとなり、投票率向上につながるものと考えています。
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◎
議
会
提
出
議
案

   

　

議
会
提
出
議
案
は
、
決
議
１
件
が
提
出
さ

れ
、
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
で
可
決
し
ま

し
た
（
内
容
は
８
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

◎
市
長
提
出
議
案

    
31
年
度
当
初
予
算

　

平
成
31
年
度
当
初
予
算
案
が
市
長
か
ら
提

案
さ
れ
、
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会

や
各
常
任
委
員
会
で
審
査
し
た
後
、
本
会
議

で
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
31
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
４

１
１
億
３
０
０
０
万
円
、
８
の
特
別
会
計
の

合
計
２
０
４
億
８
５
２
９
万
６
０
０
０
円
、

企
業
会
計
（
下
水
道
事
業
会
計
、
水
道
事
業

会
計
）
の
合
計
１
３
４
億
１
７
０
６
万
７
０

０
０
円
の
総
額
７
５
０
億
３
２
３
６
万
３
０

０
０
円
（
前
年
度
比
４
０
億
１
２
１
２
万
３

０
０
０
円
、
５
・
６
％
増
）
と
し
ま
し
た
。

市
長
か
ら
、「
こ
の
予
算
は
、
市
長
３
期
目
の

ス
タ
ー
ト
と
な
る
予
算
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、

ま
ち
づ
く
り
の
柱
に
据
え
て
き
た
『
少
子
化

対
策
』
、『
産
業
振
興
』
、『
教
育
の
充
実
』
の

取
組
を
継
続
し
、
新
た
に
『
健
康
長
寿
』
を

柱
に
据
え
、
人
口
減
少
問
題
に
正
対
し
な
が

ら
、
将
来
に
わ
た
る
健
全
財
政
も
見
据
え
た

予
算
と
し
た
」
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
は
、
議
員
12
人
で
構
成
す

る
一
般
会
計
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
４
日
間
に
わ
た
る
審
査
の
後
、
最
終
日

の
本
会
議
に
お
い
て
、
こ
の
予
算
議
案
に
対

す
る
討
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
（
一
般
会
計

予
算
審
査
の
内
容
は
18
ペ
ー
ジ
か
ら
21
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）。

30
年
度
補
正
予
算

　

平
成
30
年
度
補
正
予
算
も
同
時
に
提
案
さ

れ
、
退
職
手
当
の
調
整
、
国
・
県
の
補
助
内

示
等
に
伴
う
事
業
費
の
調
整
、
急
を
要
す
る

事
務
事
業
に
係
る
経
費
の
調
整
な
ど
に
よ
る

補
正
予
算
議
案
、
不
足
が
見
込
ま
れ
る
除
雪

費
の
専
決
予
算
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
（
主

な
予
算
の
内
容
は
４
ペ
ー
ジ
に
記
載
）。

一
般
議
案

　

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
市
長
等
の
給
料

の
特
例
に
関
す
る
条
例
、
上
水
道
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
市
道
路
線
の
認
定
な

ど
を
各
常
任
委
員
会
で
専
門
的
に
審
査
し
た

後
、
本
会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。

会
派
代
表
質
問

　

各
会
派
を
代
表
し
て
５
人
の
議
員
が
、「
重

要
施
策
」
や
「
行
財
政
問
題
」
な
ど
新
発
田

市
の
将
来
像
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
を
中

心
に
、
市
長
の
政
治
姿
勢
や
教
育
委
員
会
の

方
針
を
た
だ
し
ま
し
た
（
質
問
と
答
弁
は
９

ペ
ー
ジ
か
ら
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）。

一
般
質
問

　

２
日
間
に
わ
た
り
、
11
人
の
議
員
が
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
市
長
、
教
育
長
に
答

弁
を
求
め
、
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
（
質
問

と
答
弁
は
12
ペ
ー
ジ
か
ら
17
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）。

行
政
報
告

　

市
長
か
ら
初
日
の
本
会
議
で
行
政
報
告
が

な
さ
れ
、
大
倉
喜
八
郎
翁お

う

の
向

む
こ
う

島じ
ま

別
邸
の
一

部
で
あ
る
「
蔵ぞ

う
し
ゅ
ん
か
く

春
閣
」
に
つ
い
て
、
総
合
健

康
福
祉
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
館
の
閉
館
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
５
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
議
会
２
月
定
例
会

　

平
成
31
年
２
月
定
例
会
は
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
27
日
ま
で
の
29
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
平
成
31
年
度
当
初
予
算
議
案
や
条
例
改
正
案
、
教
育
長
の
任
命
な
ど
の
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
派
代
表
質
問
や
一
般
質
問
で
市
長
の
政
治
姿
勢
な
ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

当初予算案などを説明する市長

　
平
成
31
年
度
当
初
予
算
案
、
一
般
議
案
な
ど
48
議
案
を
審
議
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平成31年度一般会計当初予算の主な内容
総額411億3,000万円　前年度より0.3％増

【　少子化対策　】
第３子以降学校給食費支援事業��1,962万円
第３子以降の児童、生徒に係る学校給食費の全額補助。

保育料等助成事業��������9,250万円
第３子以降児童の保育料無料化に加え、３～５歳児

の保育料無料化を10月から実施。

子ども医療費助成事業����２億7,717万円
中学生までの通院医療費助成、入院費無料化に加

え、2020年度からの高校生の入院費無料化に向け

たシステム改修を実施。

【　産業振興　】
企業間連携促進（S

シ ー バ

SIBA）事業����97万円
食品工業団地でモデル実施した企業合同研修会など

を全市へ展開。

強い農林水産業づくり支援事業��1,365万円
園芸作物ブランド化に対する施設・設備補助等に加

え、ブロッコリー、キャベツ、玉ねぎの作付拡大に

対する補助を開始。

プレミアム付商品券発行事業��５億209万円
住民税非課税、または３歳未満の子育て世帯に対

し、プレミアム付商品券を発行。

住宅リフォーム支援事業�����5,007万円
住宅リフォーム経費の助成。補助対象工事費にブ

ロック塀・門柱の撤去等を加え、中学生以下の子ど

もがいる世帯への補助上限額を引き上げる。

【　教育の充実　】
小学校コンピュータ教育推進事業�� １億589万円
コンピュータ設備等の調達・保守・管理等を行うほ

か、年次計画により、各小学校へクラス人数分（最

大40台）のタブレットを導入（平成31年度は３校）。

小学校施設整備事業�������3,167万円
よりよい学びの環境づくりに向け、年次計画により

トイレの洋式化等を進める。

豊浦中学校区統合小学校整備事業��１億2,381万円
統合小学校の開校に向けた校舎増築、既存校舎改修

などを実施。

学校給食調理場施設整備事業����6,083万円
2020年度からのアレルギー食材主要７品目の完全

除去、代替食の提供に向けた施設、設備等の整備に

より、安全・安心な学校給食を提供する。

【　健康長寿　】
（仮称）アクティブ交流センター改修事業�� 100万円
「健康長寿のしばた」の実現に向けた拠点として、地

域交流センターを改修するための実施設計を委託。

障害者地域生活支援事業�����２億632万円
障害者等への相談支援、意思疎通支援、移動支援、

日常生活用具の支給のほか、総合相談窓口として、

西園幼稚園園舎に（仮称）総合福祉センターを整備。

健康長寿アクティブプラン策定事業�� 177万円
平均寿命、健康寿命の延伸に向けた実効的なプラン

の策定。

スポーツ＆カルチャーツーリズム推進事業��1,216万円
スポーツ合宿の誘致、トップアスリート等の育成、

強化補助などに加え、世界ジュニア卓球日本代表選

手第１次選考会をカルチャーセンターで開催。

【　その他　】
ふるさとしばた応援寄附推進事業��１億9,973万円
返礼品として月岡温泉旅館感謝券、日本酒、米など

を送り、国が示したルールの中で、リピーター確保

策を実施。

地域おこし協力隊設置事業�����4,002万円
集落支援やDMO推進のための隊員雇用を継続する

中で、赤谷地区で隊員による交通弱者送迎を開始。

人口減少対策事業���������1,163万円
首都圏での移住セミナー、移住体験ツアーの実施に

加え、首都圏からの移住者に対し、引越等に係る経

費を支援。

コミュニティセンター建設事業���� 150万円
東豊地区のコミュニティセンター建設に向けた地形

測量などを実施。

定住化促進事業����������5,490万円
市外からの転入者への住宅取得や家賃に対する補

助、空家活用のための家財道具処分支援等を実施。
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平成30年度 一般会計補正予算
19億1,915万９千円の増額補正

総額452億6,796万３千円となりました。

〈 2月補正予算の主な内容 〉
ふるさとしばた応援寄附推進事業��������������������� 5,088万円
見込みを上回る寄附金に伴う経費の増額。

財政調整基金費���������������������������10億5,935万円
基金の積み増し及び基金運用利息の決算見込みによる補正。

公共施設等総合管理基金費��������������������������10億円
廃止する庁舎建設基金の残高の一部を原資とし、公共施設等の更新、統廃合、長寿命化等への財政

負担軽減及び平準化を図るための積立金の補正。

私立保育園運営委託事業������������������������� 7,092万円
国の単価改定及び通園児童数の増等により不足する経費の補正。

私立保育園支援事業��������������������������� 1,160万円
対象施設の増及び児童数の増により不足する経費の補正。

工業団地誘致促進事業�������������������������� 7,164万円
工業団地における工場等設置・取得に対する助成金等の補正。

認定こども園支援事業�������������������������� 4,554万円
国の単価改定及び通園児童数の増等により不足する経費の補正。

公立学校施設災害復旧事業������������������������ 1,132万円
平成30年９月の台風21号の被害を受けた施設の復旧経費の補正。

工業団地誘致促進事業�������������������������� 1,501万円
西部工業団地内の道路に消雪パイプを敷設するための井戸整備の経費（国の第２次補正予算に伴う

もの）。

プレミアム付商品券発行事業������������������������ 681万円
消費税率引き上げに伴う経済対策（国の第２次補正予算に伴うもの）。
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教育長任命の議案に対する投票の様子

人
事
議
案 

○
教
育
委
員
会
教
育
長
（
同
意
）

　

工　

藤　

ひ
と
し　

氏

�
（
村
上
市
二
之
町
）
新
任

○
教
育
委
員
会
委
員
（
同
意
）

　

笠　

原　

恭　

子　

氏

�

（
大
栄
町
２
）
再
任

　　

２
月
定
例
会
初
日
に
市
長
か
ら
、
空

席
に
な
っ
て
い
た
教
育
長
に
、
工
藤
ひ

と
し
氏
を
任
命
し
た
い
と
の
提
案
が
あ

り
ま
し
た
。

　

無
記
名
投
票
で
行
わ
れ
た
採
決
の
結

果
、
全
員
賛
成
で
任
命
を
同
意
し
ま
し

た
。

大倉喜八郎翁
おう

の向
むこうじま

島別邸の一部である「蔵
ぞうしゅんかく

春閣」について
　蔵春閣は、建築物として、歴史的・文化的な価値が高く、大変貴重な宝であることから、得られる効果を
最大限に発揮できるよう、昨年１月から、関係団体、学識経験者、市民公募の各委員からなる「蔵春閣の移
築及び利活用に関する検討委員会」を立ち上げ、約７か月にわたり、大変熱心な議論と現地視察を重ねて、
昨年８月に、「東公園」、「市役所第３駐車場」、清水園の「園内」、「園外」の４か所を候補地とする「提言書」
を提出いただいた。それぞれに素晴らしい特長や魅力をあげていただき、その中で、候補地を１か所に絞り
込めなかった理由や検討委員の熱い思いを強く感じたところである。
　決定に向けては、「提言書」に加え、建築工法・資材運搬等の技術的検証や敷地内の配置、周辺ロケー
ションとの調和などについて、専門的な調査やイメージパースの作成が必要であると判断し、大倉文化財団
から移築を託されている、大成建設株式会社北信越支店に、調査業務等の委託を行った。
　移築場所の決定条件としては、市の公共施設であり法令等を遵守できること、施工上の課題や移築工事に
伴う市の経費負担を極力おさえられること、また、完成までの期間が延伸するリスクが少ないこと、そして
何より「市民に生誕の地としての誇りを持っていただき、末永く大倉喜八郎を顕彰してほしい」という、大倉
文化財団の意向を尊重し、名実ともに生誕の地として当市を広く内外に発信していけることが重要と考えた。
　これらのことから、大倉翁の胸像が設置されている新発田駅前公園、大倉翁が寄贈した鳥居の残る諏訪神
社、そして、清水園、寺町通りなど、既存の歴史的な観光施設等との連携により、今後、観光エリアとして
の発展と経済活性化に結びつけることができ、なおかつ、最も大倉喜八郎翁との縁

えにし

が深い「東公園」に決定
することとした。
　なお、大倉文化財団に対しては、副市長が上京し、これまでの経過や検討内容などを報告し、今回の決定
については、財団としても最も適した場所を選ばれたと理解いただくことができた。
　今後は、保存活用計画の策定、景観審議会や建築審査会の承認など、移築完成に向けて必要な取組を着実
に進めていく。

総合健康福祉センター いきいき館の閉館について
　いきいき館は、当市の福祉関連施設の中核として位置づけ、市民の健康増進、障がい者や高齢者の社会参
加の促進、子育て支援などを目的に平成13年４月に開館し、地域福祉の推進に重要な役割を果たしてきた。
　しかし、施設の老朽化が著しく、新庁舎や駅前複合施設の建設を契機に機能移転について庁内関係課で検
討してきたところであり、このたび当センターの全ての機能移転方針がまとまったため、来年３月末をもっ
て閉館したい。
　いきいき館の事業係及び中央地域包括支援センターは地域交流センターへ、市老人クラブ連合会事務局は
市庁舎別館へ移転し、これまでの貸館利用についても地域交流センターなどを活用していただく。
　閉館にあたっては、利用者への丁寧な説明はもちろん、広報しばたや市ホームページなどにより周知を
図っていきたい。

市長からの行政報告

※ 本議会において市長から行われた「行政報告」を要約して掲載しています。
　 「行政報告」の全文は、市ホームページに掲載しています。
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２月定例会議決結果
　２月定例会の議案のうち、31年度予算議案等の市長提出議案44件は、一般会計予算審査特別委員会、各常任委員会でそれ
ぞれ審査（人事議案は常任委員会で審査せず、本会議で審議後、採決）した後、また、議会提出議案２件は直接、本会議で下
記のとおり議決しました。
（各委員会審査状況は18ページから23ページをご参照ください。）

２月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

新
発
田
政
友
会

市
民
ク
ラ
ブ

民
主
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

つ
な
ぐ
会

公

明

党

賛

　

成

反

　

対
※３ ※４

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

人事案件

教育委員会教育長の任命について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

教育委員会委員の任命について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

条例の制定

市長等の給料の特例に関する条例 総務 可決 ○ ○ × ○ ○ ○ 22 3

新発田市公共施設等総合管理基金条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

条例の一部改正

新発田市特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 22 3

新発田市職員の勤務時間、休暇等に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市行政組織条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づ
く個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 22 3

新発田市廃棄物の処理及び清掃に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 22 3

新発田市体育施設条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市月岡カリオンパーク設置及び管理に関する条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市建築関係手数料条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市上水道条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 22 3

新発田市立学校の設置に関する条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

条例の廃止

新発田市高齢者自立支援家事援助サービス事業費用徴収条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市障害者支援施設条例 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

30年度補正予算

一般会計（第７号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

一般会計（第８号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

一般会計（第９号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

土地取得事業特別会計（第１号） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

国民健康保険事業特別会計（第４号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

介護保険事業特別会計（第４号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

後期高齢者医療特別会計（第４号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

農業集落排水事業特別会計（第３号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

下水道事業特別会計（第４号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

宅地造成事業特別会計（第１号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

食品工業団地造成事業特別会計（第１号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

水道事業会計（第３号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
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２月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

新
発
田
政
友
会

市
民
ク
ラ
ブ

民
主
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

つ
な
ぐ
会

公

明

党

賛

　

成

反

　

対
※３ ※４

市
　
長
　
提
　
出
　
議
　
案

31年度予算

一般会計 予算審査 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 21 3

土地取得事業特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

国民健康保険事業特別会計 社会文教 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 22 3

介護保険事業特別会計 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

後期高齢者医療特別会計 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

宅地造成事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

食品工業団地造成事業特別会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

コミュニティバス事業特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

藤塚浜財産区特別会計 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

下水道事業会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

水道事業会計 経済建設 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 22 3

その他

新潟県市町村総合事務組合規約の変更について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

字の変更について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

字の変更について 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

市道路線の廃止について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

市道路線の認定について 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

議
会
提
出
議
案

条例の一部改正

議会委員会条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

決議

天皇陛下御即位三十年を祝す賀詞に関する決議 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 24 0

※１  「総務｣　　：総務常任委員会
　　 「社会文教｣：社会文教常任委員会
　　 「経済建設｣：経済建設常任委員会
　　 「分割付託｣：各常任委員会に分割して付託されたもの
　　 「予算審査｣：一般会計予算審査特別委員会
　　　ただし、審査した委員会がない案件は本会議で即決

※２ 「可決｣： 全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等と議決した
もの

　　 「否決｣： 賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの

※３　｢○｣： 会派構成議員全員がその議案等に対して「賛成」したもの
　　　｢×｣： 会派構成議員全員がその議案等に対して「賛成以外」のもの

※４　 議長は地方自治法第１１６条により表決には参加しないため、表決に参加す
る全議員数は25人です。ただし、３月27日の本会議に宮島信人議員が欠席
したため、採決した議会提出議案及び一般会計予算議案の表決参加議員は
24名です。

会　派　名 所　属　議　員　名

新発田政友会 川﨑孝一、湯浅佐太郎、若月　学、比企広正、今田修栄、小柳　肇、宮崎光夫、水野善栄

市民クラブ 佐藤武男、佐久間敏夫、宮島信人、中村　功、小川　徹、稲垣富士雄、井畑隆二

民主クラブ 入倉直作、渡部良一、小坂博司

日本共産党 加藤和雄、宮村幸男、佐藤真澄

つなぐ会 阿部　聡、中野廣衛、板垣　功

公明党 渡邊喜夫、石山洋子
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・・・・・ 議会トピック ・・・・・

天皇陛下御即位三十年を祝す賀詞に関する決議

　天皇陛下におかせられましては、本年、御即位三十年をお迎えになられましたこと
は、慶賀にたえないところでございます。
　この間、常に国民の幸せと世界の恒久平和を希求なされましたことに、謹んで拝謝
の誠を捧げますとともに、新発田市議会は、新発田市民を代表して、慶祝の意を表し
ます。
　以上、決議する。

　平成31年３月27日
新 潟 県 新 発 田 市 議 会

　御即位三十年を迎えられた天皇陛下に心からなる祝意をささげたく、新発田市議会で

は、３月27日の２月定例会最終日の本会議で、下記のとおり賀詞の決議を全会一致で可決

しました。

　市議会ホームページでは、本会議のインターネット生中継を行っています。
　パソコンやスマートフォンなどで本会議の様子が視聴できます。また、本会議終了後概ね１週間後に
は、録画映像も配信しています。　
　なお、ご視聴の際は、市議会ホームページに掲載の「ご利用案内」等をご確認ください。
　本会議の生中継は、本庁舎１階ロビーのモニターでも行っています。
　ぜひご覧ください。

インターネットで生中継します！
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新
発
田
の
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
推
進
を

問　
市
長
は
公
約
で
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
推
進
」
を
挙
げ
た
。

　
Ⅰ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
の
技
術
は
、
進
行
中
の

人
口
減
少
社
会
で
飛
躍
的
に
生
産
性
を
上

げ
、
人
手
不
足
を
解
消
す
る
手
段
と
し
て

急
速
に
普
及
し
て
い
る
。

　
新
発
田
の
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
た
め

に
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
を
支
え
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
は
必
須
だ
。

①
施
策
実
現
に
は
、
人
的
・
資
金
的
な
裏

付
が
必
要
だ
。
市
長
は
ど
の
よ
う
に
措
置

を
す
る
の
か
。
そ
の
決
意
を
問
う
。
②

「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
推
進
」
を
ど
の

よ
う
な
手
段
で
実
現
す
る
の
か
。
そ
の
内

容
と
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
問
う
。

答　

①
自
ら
の
人
生
に
お
い
て
、
多
様
な

選
択
肢
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
夢

を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
る
、
新
発
田
人

と
し
て
新
発
田
を
誇
り
に
思
う
子
ど
も
を

育
て
た
い
。
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
が
、

未
来
の
輝
か
し
い
新
発
田
を
創
造
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
施

策
の
実
現
に
向
け
て
、「
人
」
も
「
費

用
」
も
当
然
必
要
と
な
る
が
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
、
官
民
が
一
緒
に
な
っ
て
知

恵
を
絞
り
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
②

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
目
的
は
、
論
理

的
に
考
え
て
い
く
力
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
的
思
考
」
を
子
ど
も
た
ち
に
醸
成
す
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
子
ど
も
が
秘
め

て
い
る
可
能
性
を
発
掘
し
、
将
来
の
社
会

で
活
躍
で
き
る
子
ど
も
を
育
成
す
る
こ
と

が
学
校
教
育
の
使
命
と
考
え
て
い
る
。
市

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
31
年
度
か
ら
３

箇
年
に
渡
り
、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
」
を
計
画
的
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。
平
成
31
年
度
は
、
小
学
校
の
教
員
に

対
す
る
研
修
と
し
て
、
各
学
校
で
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
の
推
進
役
と
な
る
「
情
報

教
育
主
任
」
へ
の
研
修
と
、
全
教
職
員
に

向
け
た
研
修
を
予
定
し
て
い
る
。
平
成
32

年
度
に
は
、
小
学
校
で
新
学
習
指
導
要
領

が
全
面
実
施
と
な
る
こ
と
か
ら
、
研
修
を

活
か
し
な
が
ら
、
ま
ず
は
、
担
任
が
実
践

す
る
こ
と
に
な
り
、
外
部
講
師
か
ら
授
業

の
中
で
、
担
任
の
補
助
的
な
役
割
を
果
た

し
て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。
こ
の
研
修
体

制
を
平
成
33
年
度
ま
で
継
続
す
る
予
定
で

あ
る
。
環
境
整
備
と
し
て
は
、
行
動
的
に

学
習
す
る
た
め
に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

　

代
表
質
問
は
、
３
人
以
上
の
議
員
で
構

成
す
る
会
派
の
代
表
が
執
行
機
関
に
対
し

て
行
う
質
問
で
す
。
新
発
田
市
議
会
で
は

２
月
定
例
会
で
の
み
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
は
個
々
の
議
員
と
し
て
質
問
し

ま
す
が
、
代
表
質
問
は
会
派
と
し
て
執
行

機
関
に
対
す
る
疑
問
を
た
だ
し
た
り
、
所

信
表
明
を
求
め
た
り
し
ま
す
。

　

質
問
内
容
は
、
一
般
質
問
と
同
様
に
事

前
に
通
告
し
て
、
可
能
な
限
り
的
確
な
答

弁
を
求
め
ま
す
。

　

質
問
時
間
の
制
限
は
、
一
般
質
問
が
45

分
で
あ
る
の
に
対
し
60
分
と
し
て
い
ま

す
。

　

各
会
派
の
質
問
と
答
弁
を
抜
粋
で
掲
載

し
ま
す
。

　

※ 

抽
選
に
よ
り
決
定
し
た
質
問
順
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

　

※ 

会
派
別
の
議
員
名
簿
は
、
７
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会派代表質問

つ
な
ぐ
会

　
阿
部　
　
聡



会派代表質問
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消
費
税
10
％
増
税
は
直
ち
に
中
止

す
る
よ
う
国
に
求
め
る
べ
き

問　
毎
月
勤
労
統
計
の
不
正
に
よ
り
、
昨

年
の
賃
金
伸
び
率
が
実
態
よ
り
か
さ
上
げ

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
消
費
税

増
税
の
根
拠
が
崩
れ
た
今
、
国
に
10
月
か

ら
の
10
％
へ
の
増
税
中
止
を
求
め
、
市
民

の
「
防
波
堤
」
と
な
り
、
福
祉
・
暮
ら
し

最
優
先
の
新
発
田
市
を
実
現
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
い
か
が
か
。

答　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
は
、
社
会
保

障
費
の
安
定
財
源
を
確
保
す
る
た
め
に
実

施
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
当
市

に
も
、
少
子
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ
て

お
り
、
医
療
費
や
介
護
給
付
費
が
年
々
増

加
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
国
が
進
め
る

幼
児
教
育
の
無
償
化
へ
の
対
応
や
、
重
要

施
策
で
あ
る
子
育
て
支
援
に
係
る
経
費
も

増
加
傾
向
が
続
く
も
の
と
見
込
ん
で
い

る
。
税
率
改
定
に
よ
る
新
た
な
財
源
は
、

社
会
保
障
費
の
財
源
と
し
て
、
そ
の
一
部

が
地
方
に
交
付
さ
れ
る
予
定
で
、
当
市
の

福
祉
施
策
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め

に
必
要
な
財
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
税
率

引
き
上
げ
の
中
止
を
求
め
る
考
え
は
な
い
。

「
聴
こ
え
環
境
」
の
改
善
で
高
齢
者

の
い
き
い
き
社
会
参
加
を

問　
難
聴
は
日
常
生
活
を
不
便
に
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困
難
に
す
る
な
ど
、

生
活
の
質
を
落
と
す
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

①
補
聴
器
購
入
の
補
助
制
度
創
設
を
。
②
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
や
公
共
施
設
へ
の
磁
気

ル
ー
プ
設
置
等
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
で
公

共
施
設
の
あ
り
方
も
時
代
に
合
わ
せ
た
対
応

が
求
め
ら
れ
る
が
い
か
が
か
。

答　

①
当
市
で
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法

に
基
づ
き
、
補
装
具
費
の
支
給
の
中
で
、

補
聴
器
の
購
入
費
補
助
を
行
っ
て
い
る
。

対
象
者
は
「
聴
覚
障
害
に
よ
る
身
体
障
害

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
」
で
、

か
つ
「
医
師
が
補
装
具
使
用
の
必
要
性
を

求
め
た
方
」
と
な
っ
て
い
る
。
②
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
表
示
板
や

バ
ス
乗
務
員
に
よ
る
配
慮
対
応
な
ど
、
難

聴
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
て
い

る
。
各
施
設
等
へ
の
導
入
は
、
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
の
視
点
「
健
康
長
寿
」
を
実
現

で
き
る
有
用
な
手
段
で
あ
る
と
捉
え
、

ホ
ー
ル
や
会
議
室
等
へ
の
設
置
を
優
先
し

て
導
入
の
検
討
を
し
た
い
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

つ
い
て

問　
当
市
で
は
、
公
共
建
築
物
の
今
後
の

管
理
方
法
に
お
い
て
、
将
来
（
５
年
以
内

に
）
解
体
の
方
針
の
建
物
が
18
件
あ
る

が
、
冬
期
間
、
高
齢
者
な
ど
が
使
用
し
て

い
る
大
切
な
施
設
が
あ
る
。
地
域
市
民
の

理
解
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

公
共
施
設
の
解
体
を
含
む
、
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
及
び
実
施
計
画
に
つ

い
て
は
、
平
成
28
、
29
年
度
に
お
い
て
、

地
区
選
出
議
員
と
地
区
の
自
治
会
長
に
計

画
の
必
要
性
に
つ
い
て
説
明
し
、
計
画
の

趣
旨
に
つ
い
て
、
概
ね
理
解
い
た
だ
い
た

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
に
つ
い
て

は
、
事
業
の
廃
止
や
統
合
等
に
つ
い
て
具

体
的
な
計
画
案
が
ま
と
ま
り
次
第
、
改
め

て
議
員
や
地
域
住
民
及
び
施
設
利
用
者
に

示
し
、
理
解
を
い
た
だ
け
る
よ
う
、
丁
寧

に
説
明
し
て
い
く
。

交
通
弱
者
に
つ
い
て

問　
①
交
通
空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
て

の
取
組
は
。
②
市
長
は
３
期
目
に
当
た

り
、「
ま
ち
づ
く
り
実
行
プ
ラ
ン
バ
ー

ジ
ョ
ン
３
」
の
中
で
「
将
来
も
続
け
ら
れ

る
公
共
交
通
の
整
備
を
目
指
す
」
と
示
し

て
い
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

答　

①
公
共
交
通
の
見
直
し
を
進
め
て
き

た
菅
谷
・
加
治
地
区
、
川
東
地
区
、
そ
し

て
松
浦
地
区
に
お
い
て
は
、
市
内
の
他
地

区
と
比
べ
て
、
交
通
空
白
地
域
は
格
段
に

減
少
し
て
お
り
、
将
来
的
な
少
子
高
齢
化

を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、「
住
み
よ
い
ま

ち
」
の
根
幹
の
一
つ
を
成
す
「
公
共
交
通

の
充
実
」
を
図
る
た
め
、
地
域
の
皆
様
と

と
も
に
、
着
実
に
、
公
共
交
通
の
見
直
し

を
進
め
て
き
た
取
組
の
「
成
果
」
で
あ
る

と
考
え
る
。
②
兵
庫
県
豊
岡
市
の
取
組
の

視
察
に
担
当
職
員
を
行
か
せ
た
と
こ
ろ
、

成
功
の
秘
訣
は
、「
公
共
交
通
の
存
続
が

厳
し
い
地
域
の
住
民
が
、
そ
の
現
状
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
理
解
し
た
上
で
、
交
通

弱
者
を
地
域
で
守
る
決
断
と
、
そ
の
地
域

の
決
断
を
実
現
す
る
た
め
の
市
の
支
援
」

で
あ
り
、
ま
さ
し
く
「
地
域
の
」「
地
域

に
よ
る
」「
地
域
の
た
め
の
」
公
共
交
通

の
整
備
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ

が
「
持
続
可
能
な
公
共
交
通
」
に
つ
な
が

る
も
の
と
確
信
を
持
っ
た
。

日
本
共
産
党

　
佐
藤　
真
澄

新
発
田
政
友
会

　
川
﨑　
孝
一

他
の
質
問

：

国
保
の
「
均
等
割
」
の
廃

止
で
協
会
け
ん
ぽ
並
み
に
引
き
下
げ

を
、
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て
、
公
共

交
通
政
策
に
つ
い
て

他
の
質
問

：

高
齢
化
社
会
「
人
生

１
０
０
年
時
代
」
を
健
康
で
暮
ら
す
た

め
の
施
策
に
つ
い
て
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高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

問　
「
眺
海
荘
」
の
利
用
状
況
を
見
る

と
、
冬
期
間
な
ど
に
多
く
利
用
さ
れ
て
お

り
、
体
が
硬
直
し
や
す
い
冬
期
間
に
高
齢

者
が
利
用
・
活
動
す
る
施
設
の
拡
充
は
図

ら
れ
な
い
か
。

答　

家
か
ら
出
か
け
て
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

な
ど
で
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
冬
期
間
、

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
に
と
っ

て
、
介
護
予
防
や
健
康
維
持
に
つ
な
が
る

も
の
で
あ
る
が
、
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

な
ど
の
高
齢
者
用
の
運
動
施
設
を
新
た
に

建
設
す
る
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ

と
や
、
人
口
減
少
に
伴
い
、
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
縮
減
目
標
を
掲
げ
て
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
代
替

施
設
の
建
設
は
考
え
て
い
な
い
。

　

今
後
の
方
策
と
し
て
は
、
公
民
館
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
既
存
の
施
設

を
活
用
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
自
宅
近
く

の
公
会
堂
や
集
会
所
を
活
用
し
た
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
り
す
る
な
ど
、

で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
で
、
冬
期

間
も
元
気
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

可
能
に
な
る
。

産
業
振
興
に
つ
い
て

問　
①
過
度
な
農
業
生
産
減
収
に
対
応
す

る
市
の
支
援
策
は
。
②
ほ
場
整
備
事
業
の

推
進
と
今
後
の
計
画
は
。
③
農
地
集
積
・

集
約
化
の
取
組
に
際
し
、
農
業
委
員
会
の

考
え
は
。
④
有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
の
今
後

民
営
化
も
み
す
え
た
運
営
は
。

答　

①
経
営
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
、
多
品

種
作
付
け
に
よ
る
作
期
分
散
、
複
合
経
営

へ
の
転
換
を
推
進
す
る
支
援
を
行
う
。
②

現
在
、
15
地
区
で
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
見
込
み
の
面
整
備
率
で
約
68
％
で
あ

る
。
今
後
、
更
に
10
地
区
で
採
択
の
準
備

が
進
ん
で
お
り
、
完
了
す
る
と
、
面
整
備

率
が
90
％
を
超
え
る
。
③
平
成
29
年
７
月

か
ら
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
に
よ
る
新
体
制
に
移
行
し
、
「
農
地

等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
指

針
」
を
策
定
し
た
。
地
区
の
担
い
手
に
農

地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
を
更
に
推
進
し

た
い
。
④
施
設
等
の
老
朽
化
に
よ
り
経
費

が
か
さ
ん
で
い
る
こ
と
や
、
臭
気
の
不
安

な
ど
に
よ
り
地
域
住
民
か
ら
理
解
い
た
だ

け
な
い
現
状
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
直
営

で
運
営
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
に
つ
い
て

問　

①
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
も
メ

ニ
ュ
ー
を
提
示
し
て
目
的
別
に
募
集
し
て

い
る
と
思
う
が
、
市
の
事
業
も
魅
力
あ
る

内
容
で
な
い
と
増
額
も
難
し
い
と
考
え
る

が
、
考
え
を
伺
う
。
②
蔵
春
閣
に
か
か
る

経
費
に
つ
い
て
も
、
項
目
を
あ
げ
て
募
集

し
て
は
い
か
が
か
。

答　

①
寄
附
者
の
想
い
に
応
え
る
べ
く
、

さ
ら
に
理
解
や
共
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

寄
附
メ
ニ
ュ
ー
を
具
体
的
に
明
示
す
る
こ

と
と
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
設
定
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
改
善
を
行
い
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
活
用
実
績
の
報
告
な
ど

も
し
っ
か
り
と
行
う
な
ど
し
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
の
共
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
た

い
。
寄
附
者
か
ら
魅
力
的
と
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
事
業
に
は
、
ガ
バ
メ
ン
ト

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
も
有

効
な
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
り
、
必
要
に
応

じ
て
取
り
組
み
た
い
。
②
寄
附
金
の
項
目

に
加
え
る
と
と
も
に
、「
地
方
創
生
応
援

税
制
」
い
わ
ゆ
る
「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
」
制
度
の
活
用
や
、
将
来
的
に
は
、
寄

附
金
の
使
い
道
を
よ
り
具
体
的
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
化
し
、
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
も
視
野
に
入
れ

て
検
討
す
る
。

Ｊ
Ｒ
白
新
線
の
複
線
化
に
つ
い
て

問　
昨
年
の
市
長
選
挙
戦
に
お
い
て
、
Ｊ

Ｒ
白
新
線
の
複
線
化
を
提
起
し
て
い
た
。

同
様
に
要
望
し
て
き
た
ひ
と
り
と
し
て
心

強
く
思
っ
て
い
る
。
市
長
の
心
意
気
を
改

め
て
伺
う
と
と
も
に
、
提
案
し
て
き
た
太

田
川
の
仮
鉄
橋
を
そ
の
ま
ま
活
用
で
き
る

よ
う
に
す
る
方
策
に
つ
い
て
、
考
え
を
伺

う
。

答　

新
発
田
が
「
陸
の
孤
島
」
と
な
る
こ

と
を
回
避
し
、
百
年
先
も
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
へ
の
礎

い
し
ず
え

を
つ
く
る
と
い
う
大

き
な
夢
の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
、
羽

越
本
線
全
線
複
線
化
早
期
完
成
四
県
期
成

同
盟
会
な
ど
の
活
動
を
強
く
押
し
進
め
て

い
く
。

　

太
田
川
の
Ｊ
Ｒ
橋
梁
の
架
け
替
え
工
事

に
つ
い
て
は
、
事
業
主
体
で
あ
る
県
か

ら
、
仮
鉄
橋
を
設
置
せ
ず
、
新
た
な
橋
梁

を
太
田
川
下
流
側
に
架
け
替
え
る
予
定
と

聞
い
て
お
り
、
議
員
の
提
案
ど
お
り
に
な

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

民
主
ク
ラ
ブ

　
入
倉　
直
作

市
民
ク
ラ
ブ

　
佐
藤　
武
男

他
の
質
問

：

望
ま
し
い
学
校
教
育
に
つ

い
て
、
公
共
交
通
に
つ
い
て

他
の
質
問

：

観
光
振
興
に
つ
い
て
、
ブ

ラ
ン
ド
認
証
に
つ
い
て
、
家
庭
内
虐
待

と
児
童
相
談
所
、
民
間
住
宅
借
り
上
げ

に
よ
る
公
営
住
宅
対
策
に
つ
い
て
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　「
一
般
質
問
」
は
、
提
出
議
案
に
か
か
わ

ら
ず
、
議
員
の
立
場
か
ら
市
政
全
般
に
関

し
て
執
行
機
関
に
対
す
る
疑
問
を
た
だ
し

た
り
、
所
信
の
表
明
を
求
め
た
り
す
る
も

の
で
、
定
例
会
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
新
発
田
市
議
会
で
は
、
質
問
内
容
を
事

前
に
通
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
長
、
教
育
長
な
ど

が
あ
ら
か
じ
め
準
備
を
し
て
お
く
こ
と

で
、
質
問
に
対
し
て
的
確
な
答
弁
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
答
弁
の
内
容
に
疑
義
が
あ
る
場
合
は
、

再
質
問
や
再
々
質
問
を
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
場
合
は
、
１
人
に
つ
き
制
限
時
間

の
45
分
以
内
に
次
々
と
質
問
と
答
弁
を
繰

り
返
す
「
一
問
一
答
方
式
」
で
、
議
論
を

ど
ん
ど
ん
深
め
て
い
ま
す
。

一般質問
議員の

＆

市
のQ
A

家
庭
内
Ｄ
Ｖ
、
学
校
の
い
じ
め
等
撲
滅
に
向
け
て

問　
昨
今
、
学
校
で
の
児
童
同
士
の
い
じ

め
や
、
保
護
者
や
教
員
同
士
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
、
学
校
内
外
の
法
的
解
決
や
防
止
を

含
め
法
的
措
置
と
し
て
ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
の
導
入
は
図
ら
れ
な
い
も
の
か
伺
う
。

答　

文
部
科
学
省
で
は
、
ス
ク
ー
ル
ロ
イ

ヤ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
、
法
的
側
面
か
ら
の

い
じ
め
予
防
教
育
や
諸
課
題
の
効
率
的
解
決

の
た
め
に
調
査
研
究
を
開
始
し
て
い
る
。
県

教
育
委
員
会
も
２
０
１
９
年
度
か
ら
、
試
験

的
に
導
入
し
検
証
を
進
め
る
と
承
知
し
て
い

る
。
市
で
は
、
２
名
の
顧
問
弁
護
士
に
相
談

し
、
助
言
を
受
け
な
が
ら
適
切
な
対
応
を
し

て
い
る
が
、
複
雑
化
す
る
社
会
状
況
の
中
で

発
生
す
る
い
じ
め
等
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
、
法

律
的
な
観
点
か
ら
児
童
生
徒
を
守
る
ス
ク
ー

ル
ロ
イ
ヤ
ー
の
配
置
に
も
関
心
を
持
っ
て
い

く
時
期
が
来
て
い
る
。
国
や
県
の
検
証
結
果

も
含
め
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。文

化
財
保
護
法
対
応
に
つ
い
て

問　
国
で
は
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
市
に

「
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」
を
策
定

す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
①
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
、
②
街
中
心
だ
け
で

な
く
豊
浦
地
区
、
紫
雲
寺
地
区
、
加
治
川

地
区
な
ど
を
含
め
て
行
う
の
か
、
③

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
施
や
地
域
自
治

会
・
社
寺
・
民
間
諸
団
体
と
の
連
携
の
あ

り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

①
県
の
動
向
を
見
据
え
な
が
ら
、
地

域
計
画
策
定
に
向
け
、
来
年
度
か
ら
国
庫

補
助
事
業
の
活
用
な
ど
準
備
を
進
め
た

い
。
②
当
市
に
は
新
発
田
城
表
門
や
旧
二

の
丸
隅
櫓
、
清
水
園
な
ど
の
国
指
定
文
化

財
が
あ
り
、
城
下
町
文
化
は
当
市
の
大
き

な
文
化
の
柱
と
な
っ
て
い
る
が
、
豊
浦
・

紫
雲
寺
・
加
治
川
地
域
は
も
と
よ
り
、
旧

新
発
田
市
に
も
地
域
固
有
の
歴
史
や
文
化

が
あ
る
。
今
後
策
定
す
る
計
画
は
、
市
内

全
域
を
対
象
に
策
定
す
る
予
定
。
③
域
内

の
文
化
財
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
自
治
会
な
ど
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
も
必
要
と
考
え
る
。
計
画
策

定
に
お
い
て
も
、
文
化
財
の
専
門
家
や
学

識
経
験
者
等
と
と
も
に
、
地
域
住
民
に
も

参
画
い
た
だ
く
こ
と
で
透
明
性
を
確
保
し

幅
広
い
論
議
を
進
め
た
い
。

若月　学

他
の
質
問

：

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の

啓
発
に
つ
い
て



一般質問

〔13〕

「
部
落
差
別
解
消
法
」
施
行
に
よ
る
「
差
別
の
な
い

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
見
直
し
に

つ
い
て

問　

新
発
田
市
は
「
人
権
擁
護
都
市
宣

言
」「
人
権
条
例
」
制
定
の
も
と
多
く
の

取
組
を
進
め
て
き
た
が
、
今
日
、
部
落
差

別
を
は
じ
め
各
種
の
偏
見
や
差
別
事
象
等

が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

①
人
権
条
例
と
の
係か

か
わ

り
で
、「
救
済
法
」

の
必
要
性
と
「
部
落
差
別
解
消
法
」
の
評

価
と
、
②
改
め
て
市
民
に
対
し
「
差
別
し

な
い
、
許
さ
な
い
」
意
思
表
示
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答　

①
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法
」
は
、

法
律
で
初
め
て
部
落
差
別
の
存
在
を
認
知

し
た
大
変
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
市

と
し
て
も
、
部
落
差
別
の
問
題
を
解
決
す

る
責
務
を
果
た
す
た
め
、
取
組
み
を
進
め

る
。「
救
済
法
」
は
二
度
に
わ
た
り
国
会

で
廃
案
と
な
っ
て
い
る
が
、
人
権
問
題
の

解
決
が
前
進
す
る
よ
う
、
全
国
市
長
会
な

ど
を
通
じ
、
人
権
救
済
法
の
早
期
制
定
を

要
望
し
て
い
く
。
②
人
権
教
育
・
啓
発
推

進
計
画
、
人
権
に
関
す
る
啓
発
事
業
等
の

中
で
、
市
民
に
「
差
別
を
し
な
い
、
許
さ

な
い
」
と
い
っ
た
意
識
を
啓
発
し
て
い
く

ほ
か
、
私
自
身
も
、
様
々
な
機
会
や
場
面

で
、
差
別
の
な
い
社
会
の
実
現
を
、
直
接

市
民
に
発
信
し
て
い
き
た
い
。

学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
に
つ
い
て

問　
「
学
校
給
食
に
お
け
る
除
去
食
拡
大

に
関
す
る
請
願
」
を
受
け
て
、
現
在
対

応
し
て
い
る
３
品
目
か
ら
７
品
目
に
拡

大
し
た
い
と
し
た
が
、
最
優
先
す
べ
き

は
安
全
性
で
あ
り
、
体
制
整
備
が
緊
要

だ
が
、
①
検
討
委
員
会
で
出
さ
れ
た
問

題
・
課
題
点
と
、
②
次
年
度
体
制
整
備

を
図
る
上
で
の
課
題
等
を
伺
う
。

答　

①
検
討
委
員
会
で
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
原
因
食
材
の
部
分
除
去
か
ら
完
全

除
去
へ
の
変
更
等
を
安
全
か
つ
円
滑
に

行
う
た
め
の
児
童
生
徒
、
保
護
者
、
教

職
員
へ
の
説
明
の
あ
り
方
、
調
理
施

設
・
設
備
の
整
備
や
調
理
員
の
増
員
、

ま
た
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
代

替
食
の
提
供
を
実
現
す
る
た
め
に
解
決

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
等
が
挙
げ

ら
れ
た
。
②
平
成
31
年
度
は
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
者
数
が
最
も
多
く
緊
急
度
の

高
い
西
共
同
調
理
場
の

改
修
工
事
を
行
い
、
調

理
手
の
配
置
・
増
員
に

つ
い
て
も
、
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
拡
充
の
ス

タ
ー
ト
時
期
を
見
据
え

な
が
ら
準
備
に
着
手
し

た
い
。

渡部 良一

他
の
質
問

：

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
に
つ
い
て

新
発
田
市
の
地
元
事
業
者
の
育
成
、
支
援
の
状
況

と
支
援
策
及
び
「
産
業
・
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
に
つ
い
て

問　

各
業
種
と
も
大
変
厳
し
い
経
営
が

続
い
て
い
る
。
小
規
模
事
業
者
が
中
心

の
当
市
で
は
全
体
的
に
苦
し
ん
で
い
る

状
況
で
、
経
営
者
に
聞
い
て
み
る
と
、

地
方
の
景
気
の
現
状
は
一
部
の
企
業
は

変
わ
り
な
い
が
、
毎
年
大
変
な
状
況
が

続
い
て
い
る
、
と
の
話
が
多
く
聞
か

れ
、
支
援
の
窓
口
で
あ
る
行
政
や
商
工

会
議
所
で
は
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
が

で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
、
専
門
的
な
知
識
の
あ
る
相
談
員
を

公
募
で
採
用
し
、
し
が
ら
み
の
な
い
状

態
で
相
談
が
で
き
る
「
産
業
・
創
業
支

援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
が
必
要
で
は
な

い
か
。
現
在
の
窓
口
の
相
談
で
は
、
創

業
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
状
況

に
は
な
っ
て
い
な
い
と
判
断
し
、
早
期

に
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
願
う
。

答　

当
市
に
お
け
る
地
元
の
企
業
や
事

業
者
の
育
成
・
支
援
に
つ
い
て
は
、
行

政
が
直
接
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、
商
工
会

議
所
、
商
工
会
な
ど
の
商
工
団
体
と
連

携
し
た
各
種
経
営
相
談
や
中
小
企
業
診

断
士
に
よ
る
創
業
支
援
、
ま
た
、（
公

財
）
に
い
が
た
産
業
創
造
機
構
に
よ
る

相
談
事
業
を
連
携
し
て
行
っ
て
い
る
。

全
国
に
は
、「
○
○
市
産
業
支
援
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
の
名
称
を
付
け
た
建
物
で

中
小
企
業
の
支
援
策
を
推
進
し
て
い
る

事
例
も
あ
る
が
、
当
市
で
は
、
新
た
な

施
設
を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
。
し
か

し
、
支
援
策
や
支
援
体
制
な
ど
の
検
討

は
必
要
で
あ
る
た
め
、
平
成
28
年
度
か

ら
３
年
間
、
新
発
田
企
業
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
企
業
、

団
体
、
行
政
な
ど
が
協
働
し
て
課
題
解

決
に
取
り
組
ん
だ
。
新
年
度
は
、
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業
を
全
市
に
発
展
さ
せ

た
取
組
み
で
あ
る
「
企
業
間
連
携
促
進

事
業
」
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
産
業
・
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
に
つ
い
て
も
、
関
係
団
体
の
意
見
や

先
進
地
の
事
例
を
参
考
に
検
討
し
た

い
。

稲垣富士雄

新発田企業コンシェルジュモデル事業
「新人合同研修会」の様子



一般質問

〔14〕

当
市
に
お
け
る
児
童
虐
待
と
防
止
対
策
の

体
制
整
備
に
つ
い
て

問　
児
童
虐
待
事
案
は
近
年
急
増
し
、
寄
せ

ら
れ
た
児
童
虐
待
相
談
件
数
も
倍
増
し
て
い

る
。
虐
待
か
ら
子
ど
も
の
命
を
守
る
に
は
、

異
変
に
早
期
に
気
づ
き
、
虐
待
の
芽
を
つ
む

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
①
当
市
の
児
童
虐
待

の
現
状
に
つ
い
て
、
②
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
中
学
校
と
の
情
報
共
有
と
学
校
に
お
け
る

虐
待
対
応
体
制
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

①
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
は
、
平

成
30
年
度
で
２
３
８
０
件
、
関
係
機
関
や

市
民
か
ら
の
通
告
は
97
件
と
そ
れ
ぞ
れ
前

年
度
よ
り
大
幅
な
増
加
傾
向
に
あ
る
。
主

た
る
虐
待
者
は
、「
実
母
」「
実
父
」
が
大

半
を
占
め
、
虐
待
事
由
別
で
は
、
育
児
放

棄
な
ど
の
「
ネ
グ
レ
ク
ト
」
が
約
半
数
、

「
身
体
的
虐
待
」「
心
理
的
虐
待
」
が
続

き
、
直
接
的
な
怪
我
等
が
な
い
ケ
ー
ス
も

増
え
て
い
る
。
年
齢
別
で
は
約
６
割
が

「
小
・
中
学
生
」
で
、
こ
の
年
齢
層
の
対

策
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
②
保
育
園
等

や
小
・
中
学
校
な
ど
の
各
機
関
か
ら
児
童

虐
待
通
告
が
あ
っ
た
場
合
、
直
ち
に
、
こ

ど
も
課
で
緊
急
受
理
会
議
を
開
催
し
、
速

や
か
に
情
報
収
集
し
今
後
の
支
援
方
針
等

を
決
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
関
係
機
関
の

役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
役
割
に
合
わ
せ

た
適
切
な
支
援
を
行
い
、
児
童
相
談
所
の

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
情
報
共
有
を
図
っ

て
い
る
。

安
心
で
き
る
防
災
対
策
に
つ
い
て

問　
日
本
各
地
で
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る

災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
①

女
性
も
含
め
た
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
と
育
成
講
座
の
開
催
に
つ
い
て
、
②
災
害

時
に
便
利
な
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
品
と
乳
児

用
液
体
ミ
ル
ク
の
認
識
と
支
援
物
資
供
給
協

定
の
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

①
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
避
難

所
運
営
に
携
わ
っ
た
防
災
士
の
女
性
を
講

師
に
招
き
、
女
性
の
視
点
か
ら
防
災
に
つ

い
て
の
講
演
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
自

主
防
災
組
織
へ
の
女
性
の
参
画
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
今
後

も
市
防
災
協
会
や
自
治
会
連
合
会
と
連
携

し
、
女
性
も
含
め
た
リ
ー
ダ
ー
育
成
と
人

材
確
保
に
取
り
組
み
た
い
。
②
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
と
液
体
ミ
ル
ク
は
、
重
要
な
支

援
の
一
つ
で
あ
る
が
、
公
助
と
し
て
備
蓄

す
る
に
は
限
界
が
あ
る
た
め
、
家
庭
で
の

備
蓄
の
重
要
性
を
様
々
な
機
会
を
活
用
し

て
周
知
し
て
い
る
。
な

お
、
当
市
で
は
民
間
企
業

と
の
災
害
救
援
協
定
や
関

係
市
町
村
と
の
応
援
協
定

に
よ
り
対
応
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
る
。

石山 洋子

消
費
税
対
策
と
し
て
の
商
店
街
対
応
に
つ
い
て

問　

今
年
度
10
月
か
ら
消
費
税
が
２
％

ア
ッ
プ
す
る
予
定
だ
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
で
決
済
す
る
と
２
％
～
５
％
の
税
が
還

元
さ
れ
る
と
の
こ
と
。
中
国
な
ど
外
国
で

は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
等
の
活
用
が
ほ
と
ん
ど

で
あ
り
、
観
光
に
も
寄
与
で
き
る
と
思
う

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答　

当
市
で
も
商
工
団
体
や
金
融
機
関
に
よ

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
仕
組
み
や
導
入

方
法
を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
な

ど
、
今
後
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
が
進
展
し

て
い
く
も
の
と
考
え
る
。
市
内
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
利
用
可
能
な
店
舗
が
増
加
す

る
こ
と
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
観
光
客
へ
の

訴
求
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
商
工
団
体
や
市
内
金
融
機
関
等

と
情
報
共
有
を
行
い
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
普
及
に
向
け
て
協
力
し
て
い
き
た
い
。

外
国
人
労
働
者
と
町
内
会
自
治
会

と
の
融
和
策
に
つ
い
て

問　
今
年
度
か
ら
外
国
人
労
働
者
の
受
入
れ

が
拡
大
さ
れ
る
。
環
境
や
風
習
、
言
葉
の
違

い
か
ら
く
る
相
互
の
誤
解
が
、
不
信
感
や
不

安
感
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
思
う
。
雇

用
主
の
責
任
も
あ
る
と
は
思
う
が
、
行
政
と

し
て
日
本
語
の
研
修
や
町
内
会
自
治
会
と
の

融
和
策
も
重
要
と
考
え
る
。
考
え
を
伺
う
。

答　

外
国
人
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
日
本
語
教

室
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
も
場
の

提
供
な
ど
の
運
営
支
援
や
、
協
働
で
新
発
田

の
文
化
、
防
災
な
ど
を
学
ぶ
在
住
外
国
人
啓

発
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
治
会

組
織
や
ゴ
ミ
の
出
し
方
、
災
害
時
の
対
処
法

な
ど
の
情
報
を
ま
と
め
た
「
新
発
田
市
暮
ら

し
の
ガ
イ
ド
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
や
さ

し
い
日
本
語
、
英
語
、
中
国
語
に
加
え
、
ベ

ト
ナ
ム
語
版
も
配
布
準
備
を
進
め
て
い
る
。

今
後
も
外
国
人
住
民
に
対
す
る
日
本
語
教
育

の
支
援
や
新
発

田
の
文
化
に
対

す
る
理
解
の
促

進
等
の
実
施
を

継
続
す
る
こ
と

と
合
わ
せ
、
自

治
会
連
合
会
と

も
連
携
を
図

り
、
多
文
化
共

生
社
会
の
実
現

に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
く
。

中村　功

他
の
質
問

：

環
境
課
題
に
つ
い
て
、
市

内
飲
食
店
・
宿
泊
施
設
の
振
興
の
た
め

に
、
市
内
公
共
交
通
に
つ
い
て

ベ
ト
ナ
ム
語
版
が
加
わ
っ
た

外
国
人
向
け「
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
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新
発
田
市
に
お
け
る
病
児
・
病
後
児
保
育
に
つ
い
て

問　

国
は
、
病
気
の
児
童
に
お
い
て

も
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

を
整
備
し
、
実
施
主
体
は
市
町
村
と
し

て
「
病
児
保
育
事
業
実
施
要
綱
」
を
定

め
た
。
子
ど
も
が
病
気
に
か
か
っ
て
も

安
心
し
て
保
育
が
で
き
る
環
境
を
願

い
、
病
児
・
病
後
児
保
育
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

病
児
・
病
後
児
保
育
は
、
病
気
治
療

中
の
児
童
の
利
用
も
可
能
と
す
る
た
め
、

ア
イ
ネ
ス
し
ば
た
脇
に
「
新
発
田
市
病

児
・
病
後
児
保
育
専
用
施
設
」
と
し
て
開

設
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
要
望
を
も
と
に
、

対
象
範
囲
・
施
設
の
両
面
で
充
実
を
図
っ

て
き
た
。
利
用
者
は
年
々
増
加
傾
向
で
、

今
年
度
は
延
べ
７
５
０
人
を
見
込
ん
で
い

る
。
利
用
者
が
増
加
し
続
け
て
い
る
こ
と

や
、
子
育
て
ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
の
分
析

を
あ
わ
せ
て
新
年
度
に
策
定
予
定
と
し
て

い
る
「
第
二
期
新
発
田
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
に
反
映
さ
せ
、
そ
の

中
で
更
な
る
施
設
の
増
設
等
を
検
証
し
た

い
。

森
林
環
境
譲
与
税
（
仮
称
）
に

つ
い
て

問　

森
林
環
境
税
、
森
林
環
境
譲
与
税

（
仮
称
）
が
新
た
に
導
入
さ
れ
る
。
譲
与

税
は
新
年
度
か
ら
開
始
の
予
定
で
あ
る
。

使
途
に
つ
い
て
「
間
伐
や
人
材
育
成
・
担

い
手
確
保
、
木
材
利
用
の
促
進
や
普
及
啓

発
等
の
森
林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に
関
す

る
費
用
」
と
し
て
お
り
、
特
定
財
源
の
色

彩
が
濃
い
。
当
市
の
使
途
に
つ
い
て
伺

う
。

答　

新
年
度
に
お
い
て
は
、
予
定
す
る
森

林
環
境
譲
与
税
を
、
現
在
、
実
施
し
て
い

る
林
業
振
興
事
業
に
充
当
し
た
い
。
新
た

に
施
行
さ
れ
る
森
林
経
営
管
理
制
度
の
運

用
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
森
林
所
有
者

の
意
向
調
査
を
実
施
し
、
当
市
の
具
体
的

な
使
途
を
決
定
し
た
い
。

小坂 博司

他
の
質
問

：

市
職
員
の
働
き
方
改
革
に

つ
い
て

新
発
田
市
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
対
応
に
つ
い
て

問　
市
内
に
は
小
中
学
生
合
わ
せ
て
７
２

０
０
名
の
子
ど
も
達
が
お
り
、
そ
の
う
ち

通
年
と
冬
期
間
併
せ
て
１
０
０
０
人
を
超

え
る
バ
ス
通
学
支
援
を
し
て
い
る
。
こ
の

た
び
バ
ス
通
学
支
援
を
し
て
も
ら
え
ず
に

転
居
し
た
家
庭
が
あ
る
。
今
後
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
今
後
の
対
策
を

伺
う
。

答　

こ
の
度
、
十
分
な
協
議
が
で
き
な

い
ま
ま
転
居
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と

を
、
誠
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。

一
人
ひ
と
り
の
要
望
を
お
聞
き
し
、
そ

れ
に
対
応
す
る
こ
と
は
大
事
で
あ
る
と

承
知
し
て
い
る
。
今
後
の
通
学
支
援
の

対
策
は
、
地
元
自
治
会
や
学
校
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
皆
さ
ん
等
と
し
っ
か
り
協
議
を
し

て
検
討
す
る
よ
う
、
市
民
の
立
場
に

な
っ
て
、
さ
ら
に
誠
意
を
も
っ
て
通
学

支
援
に
努
め
る
よ
う
に
教
育
委
員
会
へ

指
示
を
し
た
。

上
中
山
悪
臭
問
題
の
今
後
の
市
の

対
応
、
対
策
に
つ
い
て　

問　
上
中
山
悪
臭
問
題
が
解
決
し
な
い
。

約
15
年
が
経
過
し
、
３
度
の
改
善
勧
告
が

出
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
改
善
し
な

い
。
市
長
の
直
接
面
会
も
含
め
て
、
デ
ー

タ
を
収
集
し
た
り
、
24
時
間
悪
臭
検
知
器

を
設
置
す
る
等
、
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

臭
気
測
定
の
強
化
と
定
期
的
な
立

入
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
勧
告
の
履

行
状
況
の
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
事
業
者

が
勧
告
を
履
行
し
て
い
る
か
否
か
を
慎

重
に
判
断
し
た
い
。
そ
の
上
で
勧
告
を

履
行
し
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合

は
、
速
や
か
に
改
善
命
令
の
発
令
を
行

い
た
い
。
現
在
は
悪
臭
防
止
法
に
基
づ

く
勧
告
で
悪
臭
の
改
善
を
図
っ
て
い

る
。
直
接
交
渉
は
、
今
後
の
改
善
勧
告

を
履
行
さ
せ
る
う
え
で
リ
ス
ク
が
あ

る
。
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

湯浅佐太郎

他
の
質
問

：

大
倉
喜
八
郎
別
邸
「
蔵
春

閣
」
設
置
場
所
の
今
後
に
つ
い
て
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問　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
実
入
り
が
良
く

貴
重
な
財
源
で
あ
る
。
今
後
は
共
感
を
得

や
す
い
ガ
バ
メ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
が
主
流
に
な
る
こ
と
か
ら
、

長
年
の
懸
案
で
あ
る
博
物
館
・
美
術
館
の

設
置
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
し
、
庁
舎
建
設
基

金
残
を
基
礎
に
募
集
を
開
始
し
て
は
ど
う

か
。

答　

市
民
の
皆
さ
ん
が
美
術
館
等
建
設

に
寄
せ
る
期
待
が
大
き
い
こ
と
は
充
分

に
認
識
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
美
術

館
等
の
整
備
に
は
、
建
設
費
、
維
持
管

理
を
続
け
て
い
く
膨
大
な
コ
ス
ト
を
覚

悟
す
る
必
要
が
あ
る
。
ガ
バ
メ
ン
ト
・

ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用

は
財
源
確
保
の
た
め
の
有
効
な
手
法
で

あ
る
が
、
寄
附
を
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
市
内
外
の
皆
様
に
共
感
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
不
可
欠
。
庁
舎
建
設
基
金

残
は
、
公
共
施
設
の
補
修
等
の
一
部
に

充
て
る
目
的
で
「
公
共
施
設
等
総
合
管

理
基
金
」
に
積
み
立
て
る
。
建
設
を
求

め
る
市
民
の
気
運
が
大
き
く
醸
成
さ
れ

た
時
点
で
、
議
員
提
案
の
手
法
を
含
め

財
源
確
保
を
検
討
し
て
い
く
。

「
生
活
の
足
」
地
域
公
共
交
通
の

今
後
の
整
備
方
針
と
早
期
実
施
に

つ
い
て

問　
公
共
交
通
整
備
は
、「
小
学
校
統
合

と
並
行
」
を
優
先
と
し
て
い
る
が
、
高
齢

化
の
ス
ピ
ー
ド
に
対
し
て
遅
れ
が
目
立

つ
。
デ
マ
ン
ド
と
コ
ミ
バ
ス
を
組
み
合
わ

せ
た
複
合
方
式
や
、
循
環
に
よ
る
利
便
性

と
低
コ
ス
ト
運
営
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

答　

学
校
統
合
と
併
せ
て
行
う
考
え
に
変

わ
り
は
な
い
が
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
確

保
の
た
め
、
見
直
し
の
速
度
を
上
げ
て
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
地
区

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
。
デ
マ
ン

ド
交
通
の
有
効
性
等
の
検
討
を
し
っ
か
り

進
め
、
よ
り
柔
軟
な
発
想
で
運
行
形
態
を

組
み
立
て
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
、
よ
り
細

や
か
な
配
慮
が
求
め
ら
れ
る
交
通
シ
ス
テ

ム
構
築
に
向
け
、
見
直
し
の
ス
ピ
ー
ド
を

上
げ
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
関
す
る
今
後
の
方
針
と

ガ
バ
メ
ン
ト
・
ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
に

よ
る
博
物
館
・
美
術
館
の
設
置
に
つ
い
て

小柳　肇

ほ
場
整
備
事
業
の
取
組
と
今
後
の
園
芸
振
興
に

つ
い
て

問　
ほ
場
整
備
に
合
わ
せ
県
は
２
割
以
上

を
園
芸
品
目
に
振
り
向
け
る
施
策
を
出
し

た
。
稲
作
だ
け
に
頼
ら
な
い
多
角
化
・
複

合
化
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強
化
だ
。
し
か

し
、
大
区
画
ほ
場
の
園
芸
振
興
に
は
課
題

が
あ
る
。
労
働
力
、
機
械
化
体
系
、
技
術

的
な
不
安
や
流
通
、
販
売
先
な
ど
悩
ん
で

い
る
農
業
者
が
多
い
。
戦
略
的
な
園
芸
生

産
地
と
し
て
所
得
向
上
へ
の
振
興
策
を
伺

う
。

答　

今
後
の
コ
メ
消
費
の
減
少
傾
向
や

農
業
産
出
額
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
点
を

鑑
み
れ
ば
、
園
芸
産
地
化
は
強
力
に
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
園

芸
導
入
は
、
農
業
者
に
と
っ
て
大
変

ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
で
き
る
だ
け
円
滑

に
導
入
で
き
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
一

丸
に
な
っ
て
、
生
産
体
制
を
検
討
し
、

農
業
者
を
支
援
し
た
い
。
当
市
の
農
業

は
こ
れ
ま
で
の
「
米
の
一
本
足
打
法
」

か
ら
脱
却
し
、「
米
と
園
芸
の
二
刀
流
」

へ
バ
ラ
ン
ス
よ
く
切
り
替
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
需
要
に
見
合
っ
た
農
作
物

の
生
産
と
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
、
農
業

者
の
所
得
向
上
に
繋
げ
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に

向
け
た
取
組
に
つ
い
て

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
率
は
、

全
国
で
１
割
程
度
。
今
後
、
原
則
す
べ
て
の

病
院
で
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
準

備
が
進
ん
で
い
る
。
図
書
館
や
公
共
施
設
等

の
利
用
カ
ー
ド
と
し
て
普
及
に
努
め
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
。
当
市
の
交
付
推
進
と
誘
導

策
を
伺
う
。

答　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
便

利
に
な
っ
た
と
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
同
様
に
広
報
な
ど
の
周
知

に
よ
り
、
交
付
推
進
に
努
め
て
い
く
。
ま

た
、
子
育
て
世
代
の
方
が
取
得
す
る
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
、
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

子
育
て
ワ
ン
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
メ

ニ
ュ
ー
に
保
育
園
等
の
入
園
申
込
手
続
を

追
加
で
き
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。
国
が

示
す
利
活
用
推
進

計
画
に
基
づ
き
、

市
民
の
利
便
性
向

上
を
図
り
、
多
く

の
方
に
カ
ー
ド
を

取
得
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

渡邊 喜夫
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火
災
発
見
に
有
効
な
連
動
型
火
災
報
知
器
に

補
助
を

問　

新
発
田
広
域
消
防
管
内
の
火
災
発

生
数
は
、
前
年
比
2.6
倍
の
39
件
、
死
者

も
ゼ
ロ
か
ら
１
名
に
増
加
し
て
い
る
。

連
動
型
火
災
報
知
器
に
補
助
し
て
は
ど

う
か
。

答　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
今
後
さ

ら
な
る
設
置
率
の
向
上
を
目
指
し
、

様
々
な
広
報
媒
体
を
通
じ
た
普
及
啓
発

活
動
を
一
層
推
進
し
た
い
。
な
お
、
連

動
型
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
台
所
で

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
寝
室
の
警
報

器
も
作
動
し
、
就

寝
中
で
も
早
期
に

気
づ
け
る
効
果
が

あ
る
。
一
定
の
条

件
は
あ
る
が
、
高

齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
方
の
世
帯
を

対
象
に
購
入
に
係

る
費
用
の
補
助
を

実
施
し
て
い
る
。

い
じ
め
防
止
対
策
等
委
員
会
か
ら
の

提
言
を
予
算
化
し
た
の
か

問　
①
文
科
省
調
査
で
月
80
時
間
残
業
の

過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
教
員
の
割
合

が
、
小
学
校
33
・
５
％
、
中
学
校
57
・

８
％
で
、「
ブ
ラ
ッ
ク
学
校
」
と
言
わ
れ

て
い
る
。
国
や
県
に
定
数
改
善
を
強
力
に

求
め
る
べ
き
で
な
い
か
。
②
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
や
支
援
内
容
は

ど
う
か
。
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
は
い

つ
に
な
る
の
か
。
③
部
活
動
へ
の
専
門
的

指
導
員
の
配
置
は
全
校
か
。
ま
た
、
市
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
内
容
は
ど
う
な
の

か
。

答　

①
教
職
員
の
多
忙
化
を
解
消
し
、

教
師
が
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
時
間
の

確
保
の
た
め
、
様
々
な
施
策
を
行
っ
て

い
る
。
究
極
な
改
善
策
は
教
職
員
定
数

を
増
や
す
こ
と
。
引
き
続
き
国
や
県
に

要
望
し
て
い
く
。
②
ス
タ
ッ
フ
は
中
学

校
に
３
校
、
小
学
校
に
は
３
校
に
配
置

予
定
。
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

は
課
題
が
あ
り
、
一
気
に
舵
を
切
れ
な

い
が
、「
教
育
の
充
実
」
の
た
め
に
シ
ス

テ
ム
整
備
は
有
効
な
取
組
で
あ
る
た

め
、
充
分
に
協
議
し
て
い
く
。
③
部
活

指
導
員
は
５
名
を
配
置
予
定
。「
新
発
田

市
立
学
校
に
係
る
部
活
動
の
方
針
」
は

３
月
中
に
策
定
す
る
。
こ
の
方
針
に
則

の
っ
と

り
、
実
施
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い

く
。

宮村 幸男

介
護
保
険
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て

問　

介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
負
担
が

大
き
く
、
く
ら
し
が
大
変
。
介
護
基
金

が
２
０
１
７
年
度
末
で
12
・
６
億
円
に

な
り
、
こ
の
６
年
間
で
３
倍
に
増
え

た
。
①
基
金
を
取
り
崩
し
て
、
介
護
保

険
料
の
負
担
軽
減
に
使
う
べ
き
と
考
え

る
が
見
解
は
。
②
生
活
困
難
者
に
介
護

保
険
料
・
介
護
利
用
料
の
負
担
軽
減
を

す
る
た
め
に
、
制
度
の
拡
充
は
で
き
な

い
か
。

答　

①
基
金
は
、
予
算
不
足
が
生
じ
た
際

に
、
不
足
額
を
基
金
か
ら
繰
り
入
れ
る
た

め
、
一
定
額
を
保
有
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
次
期
保
険
料
を
見
込
む
に
当
た
り
、

保
険
料
の
急
激
な
上
昇
を
緩
和
す
る
た

め
、
基
金
を
取
り
崩
す
場
合
も
あ
る
。
②

市
独
自
の
保
険
料
減
免
に
つ
い
て
は
、
継

続
し
て
生
活
困
窮
に
直
面
し
、
保
険
料
納

付
が
困
難
な
方
に
減
免
す
る
制
度
を
継
続

し
、
拡
充
は
考
え
て
い
な
い
。
市
独
自
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
軽
減
制
度
も
、

現
行
制
度
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
た

い
。水

道
料
金
の
値
上
げ

問　
今
議
会
に
て
水
道
料
金
の
引
き
上
げ

条
例
が
成
立
し
た
。
一
般
家
庭
が
使
用
す

る
口
径
13
㎜
で
値
上
げ
率
が
大
き
く
、
く

ら
し
に
打
撃
に
な
る
。
①
こ
れ
ま
で
料
金

引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
市
民
に
周
知
し
理

解
を
得
る
努
力
を
し
て
き
た
か
。
②
６
月

か
ら
の
料
金
引
き
上
げ
は
市
民
の
く
ら
し

を
考
え
、
中
止
・
延
期
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
は
。

答　

①
料
金
改
定
に
当
た
っ
て
は
、
水
道

事
業
審
議
会
の
審
議
経
過
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
随
時
掲
載
す
る
な
ど
、
そ
の

必
要
性
の
市
民
周
知
に
努
め
た
。
今
後

は
、
広
報
し
ば
た
な
ど
の
ほ
か
、
検
針
時

に
お
知
ら
せ
チ
ラ
シ
を
各
戸
に
配
付
す
る

予
定
で
あ
る
。
②
早
急
に
水
道
施
設
の
老

朽
化
・
耐
震
化
対
策
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
下
で
、
料
金
収
入
が
先
細
り

す
る
見
通
し
の
中
、
改
定
時
期
を
先
延
ば

し
に
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
改
定
率
が
大
き

く
な
る
の
で
、
条
例
改
正
案
を
提
案
し

た
。

加藤 和雄
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総
務
常
任
委
員
会
関
係

Ｑ�　
新
発
田
城
周
辺
整
備
に
向
け
、
土
橋
門

の
基
本
調
査
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
そ

の
内
容
は
。

Ａ 　

あ
く
ま
で
基
礎
調
査
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
今
回
は
、
現
地
踏
査
、
歴
史
の
資
料

調
査
、
事
例
調
査
と
い
う
こ
と
で
、
経

費
、
期
間
、
事
前
調
査
が
ど
の
く
ら
い
必

要
に
な
る
か
を
調
査
す
る
。

Ｑ�　
在
留
外
国
人
防
災
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い

て
、
ど
う
い
っ
た
規
模
で
や
る
の
か
、
対

象
と
な
る
方
々
へ
の
周
知
は
ど
の
よ
う
な

形
で
や
る
の
か
。

Ａ 　

対
象
は
、
市
内
に
在
住
し
て
い
る
外
国

人
で
あ
り
、「
あ
や
め
ニ
ュ
ー
ス
」
と
い

う
情
報
誌
や
日
本
語
学
校
を
通
じ
て
周
知

を
予
定
し
て
お
り
、
開
始
時
期
は
９
月
頃

を
考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
災
害
や

防
災
に
関
す
る
座
学
、
非
常
食
の
試
食
を

兼
ね
た
昼
食
、
段
ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
製
作
し
て
の
避
難
所
対
応
で
あ
る
。

Ｑ�　
10
月
か
ら
消
費
税
が
10
％
と
な
る
が
、

地
方
消
費
税
交
付
金
は
ど
の
よ
う
な
形
で

配
分
が
な
さ
れ
る
の
か
。

Ａ 　

国
の
消
費
税
分
と
し
て
、
６
・
28
％
が

国
が
使
う
分
と
し
て
配
分
。
地
方
交
付
税

に
回
る
分
が
１
・
52
％
、
地
方
消
費
税
交

付
金
に
回
る
分
が
２
・
２
％
と
い
う
内
訳

に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
大
型
店
で
の
期
日
前
投
票
の
実
施
予
定

に
つ
い
て
。

Ａ　

こ
の
春
の
統
一
地
方
選
、
４
月
７
日
、

県
議
会
議
員
選
挙
、
そ
れ
と
４
月
21
日
の

市
議
会
議
員
選
挙
の
期
日
前
投
票
は
、
イ

オ
ン
モ
ー
ル
新
発
田
に
お
い
て
期
日
前
投

票
所
を
設
置
す
る
予
定
で
今
準
備
を
進
め

て
い
る
。
設
置
期
間
は
各
支
所
の
期
日
前

投
票
所
と
同
じ
く
、
投
票
日
の
前
日
か
ら

逆
算
し
て
５
日
間
、
火
曜
日
か
ら
投
票
日

前
日
の
土
曜
日
ま
で
の
間
と
す
る
。
時
間

は
午
前
10
時
か
ら
午
後
７
時
ま
で
と
す
る

計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
参
議
院
議
員
選
挙

に
つ
い
て
も
同
じ
く
イ
オ
ン
モ
ー
ル
新
発

田
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ　
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
成
果

に
つ
い
て
。

Ａ　

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
必
要
と
す
る

ケ
ー
ス
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
特
効
薬
は
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
苦
慮
し
て
い
る
。
一

方
、
継
続
し
た
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で

さ
ら
な
る
増
加
を
防
い
で
い
る
と
い
う
側

面
も
あ
る
。
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
専
門
員
、

保
健
師
が
面
談
等
に
力
を
入
れ
て
お
り
、

最
近
で
は
本
人
か
ら
で
は
な
く
周
囲
か
ら

の
相
談
件
数
も
増
加
し
て
い
る
。
今
後
も

き
め
細
や
か
な
対
応
で
、
疾
患
の
増
加
を

防
ぎ
、
で
き
れ
ば
減
少
に
つ
な
げ
た
い
。

　平成 31 年度一般会計予算議案は、12 人で構成する一般会計予算審査特別委員会を設置し、第３セクター
関係の審査を含め、４日間にわたり審査しました。
　特別委員会では、厳しい審査を経て、審査の最後に採決を行い、賛成多数で可決すべきものと決しました。
　本会議最終日において、特別委員会委員長の報告を受け討論が行われ、賛成多数で可決しました。
（※以下は、審査状況の一部を紹介しています。）
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社
会
文
教
常
任
委
員
会
関
係

Ｑ　
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
事
業
の
内
容
に

つ
い
て
。

Ａ　

骨
髄
提
供
の
医
療
等
に
関
す
る
経
費
は

基
本
的
に
提
供
者
に
は
か
か
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
入
院
等
を
要
す
る

た
め
、
仕
事
を
休
ん
で
ド
ナ
ー
提
供
を
行

う
こ
と
へ
の
休
業
補
償
的
な
支
援
で
、
１

日
２
万
円
、
最
大
７
日
間
14
万
円
を
上
限

と
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
骨

髄
ド
ナ
ー
の
登
録
に
つ
い
て
、
献
血
の
際

に
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ　
健
康
長
寿
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ン
策
定
事

業
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

Ａ　

こ
れ
か
ら
高
齢
社
会
が
進
む
中
で
、
市

民
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
元
気
で
健
康
に

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、

「
健
康
長
寿
の
ま
ち　

新
発
田
」
を
実
現

す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
作
り
を
し
て
い
く
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
現
在
の
「
健
康
づ
く

り
計
画
」「
地
域
福
祉
計
画
」
等
の
関
連

計
画
を
健
康
長
寿
と
い
う
観
点
で
分
野
横

断
的
に
統
括
す
る
役
割
が
あ
り
、
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
に
次
ぐ
計
画
と
い
う
位
置

づ
け
で
あ
る
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
健
康

を
４
つ
の
分
野
「
食
」「
運
動
」「
医
療
」

「
社
会
参
加
」
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
現
在

実
施
し
て
い
る
こ
と
、
今
後
望
ま
れ
る
こ

と
を
洗
い
出
し
、
検
討
し
て
い
く
。
市

民
、
有
識
者
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
の

健
康
長
寿
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
、
そ
の

会
議
を
経
て
計
画
を
策
定
す
る
。

Ｑ　
緊
急
通
報
装
置
設
置
事
業
に
関
し
、
開

始
し
た
時
期
、
内
容
、
成
果
に
つ
い
て
。

Ａ　

平
成
元
年
４
月
１
日
か
ら
開
始
し
て
い

る
。
体
調
不
良
の
時
に
緊
急
ボ
タ
ン
を
押

す
と
業
者
が
駆
け
付
け
、
救
急
車
を
呼
ん

で
搬
送
し
た
り
、
間
に
合
わ
な
け
れ
ば
連

絡
が
来
た
時
点
で
救
急
車
を
呼
ぶ
こ
と
も

あ
る
。
人
感
セ
ン
サ
ー
も
あ
り
、
12
時
間

反
応
が
な
い
と
警
備
が
駆
け
付
け
る
と
い

う
事
業
で
あ
る
。
実
際
に
、
業
者
が
駆
け

付
け
た
と
こ
ろ
倒
れ
て
い
る
方
を
発
見

し
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
、
助
か
っ
た

と
い
う
例
が
あ
り
、
効
果
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ　
学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い

て
、
今
の
３
品
目
か
ら
７
品
目
に
拡
大
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

Ａ　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
設
備
に
つ
い
て
、

す
で
に
３
施
設
は
整
備
さ
れ
て
い
る
。
今

回
、
西
共
同
調
理
場
を
整
備
す
る
計
画
で

あ
る
。

　
　

現
場
の
声
と
し
て
課
題
、
意
見
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
今
後

に
つ
い
て
も
安
全
を
担
保
で
き
な
い
ま
ま

平
成
32
年
度
に
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の

見
直
し
に
取
り
掛
か
る
の
で
は
な
く
、
現

場
サ
イ
ド
と
じ
っ
く
り
検
討
、
議
論
を
交

わ
し
な
が
ら
、
平
成
32
年
度
に
向
け
て
準

備
し
て
い
き
た
い
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会
関
係

Ｑ　
観
光
ブ
ラ
ン
ド
確
立
事
業
の
内
容
に
つ

い
て
。

Ａ　

県
の
補
助
事
業
で
、
複
数
の
市
町
村
に

よ
る
一
定
の
エ
リ
ア
に
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
を
つ
け
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
光

資
源
と
し
て
高
い
も
の
に
し
て
い
こ
う
と

い
う
事
業
で
あ
る
。
そ
の
一
環
と
し
て

「
月
あ
か
り
の
庭
」
も
整
備
を
し
、
月
岡

に
ま
ず
多
く
の
人
が
来
ら
れ
る
よ
う
な
拠

点
性
を
高
め
て
、
人
が
回
遊
す
る
よ
う
な

仕
組
み
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
考
え
で

あ
る
。
今
後
は
、
月
岡
に
来
た
人
た
ち
を

い
ろ
ん
な
市
町
村
に
行
っ
て
も
ら
う
た

め
、
飲
食
、
史
跡
と
い
う
各
市
町
村
の
い

い
も
の
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、
ウ
ェ
ブ
な

ど
で
発
信
し
て
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
お

示
し
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
民
間
開
発
施
設
用
地
買
収
事
業
の
内
容

に
つ
い
て
。

Ａ　

新
発
田
川
の
改
修
が
平
成
25
年
に
完
了

し
た
こ
と
と
、
開
発
当
時
に
比
べ
周
辺
の

状
況
が
変
化
し
、
民
間
調
整
池
所
有
者
か

ら
調
整
池
を
宅
地
化
し
た
い
と
の
要
望
が

多
く
な
っ
た
が
、
市
と
し
て
民
間
調
整
池

は
公
共
的
施
設
で
あ
り
、
市
民
生
活
の
安

心
安
全
を
考
え
た
結
果
、
市
で
買
い
取
る

こ
と
を
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　
地
域
農
産
物
等
輸
出
促
進
事
業
に
つ
い

て
、
ア
メ
リ
カ
、
ベ
ト
ナ
ム
に
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
う
こ
と
に
よ
る
、
輸
出
の

今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
市
長
み
ず
か
ら

店
頭
で
米
の
販
売
、
物
産
商
品
の
Ｐ
Ｒ
を

し
、
当
地
の
新
潟
県
人
会
と
の
交
流
、
関

連
の
ス
ー
パ
ー
や
レ
ス
ト
ラ
ン
等
に
訪
問

し
、
新
発
田
の
米
の
使
用
に
つ
い
て
セ
ー

ル
ス
を
行
う
。
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
新
発
田

の
米
の
販
路
拡
大
に
向
け
た
セ
ー
ル
ス
を

行
う
。
現
地
に
工
場
を
構
え
て
い
る
新
発

田
の
企
業
へ
の
訪
問
や
新
潟
ベ
ト
ナ
ム
協

会
の
協
力
の
も
と
、
関
連
企
業
や
ス
ー

パ
ー
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
訪
問
し
て
販
路

の
拡
大
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
米
の
輸
出

だ
け
で
は
な
く
、
多
方
面
か
ら
情
報
も
い

た
だ
き
、
さ
ら
に
商
品
を
洗
い
出
し
て
海

外
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
森
林
環
境
税
に
つ
い
て
。
税
を
つ
く
っ

た
趣
旨
と
し
て
市
の
間
伐
、
人
材
育
成
、

担
い
手
の
確
保
と
い
う
事
業
に
充
て
る
の

が
納
税
者
の
理
解
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
。

Ａ　

現
在
も
市
内
の
森
林
組
合
と
、
森
林
の

状
況
や
問
題
点
な
ど
森
林
整
備
の
実
態
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
新
年

度
に
は
森
林
所
有
者
へ
の
意
向
調
査
も
予

定
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
十
分
参
考
に

し
、
活
用
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
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第
３
セ
ク
タ
ー
関
係

予
算
審
査
１
日
目
に
、
審
査
の
参
考
と
す
る

た
め
、
第
３
セ
ク
タ
ー
の
紫
雲
寺
風
力
発
電

（
株
）、（
株
）
紫
雲
寺
記
念
館
、（
公
財
）
新
発

田
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、（
株
）

エ
フ
エ
ム
し
ば
た
、（
一
社
）
新
発
田
市
観
光

協
会
か
ら
経
営
状
況
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

し
た
。

紫
雲
寺
風
力
発
電（
株
）

Ｑ　
設
置
後
17
年
を
経
過
し
て
お
り
、
老
朽
化

も
進
ん
で
い
る
と
思
う
が
、
今
後
の
計
画
に

つ
い
て
。

Ａ　

あ
と
数
年
で
リ
プ
レ
ー
ス
の
必
要
も
考
え

ら
れ
る
の
で
メ
ー
カ
ー
の
選
定
、
送
電
線
網

の
空
き
等
を
考
え
な
が
ら
慎
重
に
検
討
す
る

方
針
で
あ
る
。

（
一
社
）新
発
田
市
観
光
協
会

Ｑ　
事
業
内
容
を
見
る
と
新
発
田
市
か
ら
の
委

託
事
業
が
主
力
で
あ
る
が
、
協
会
独
自
の
事

業
の
推
進
を
行
う
予
定
は
。

Ａ　

新
発
田
ま
つ
り
を
は
じ
め
、
伝
統
的
に
市

民
と
協
調
し
な
が
ら
担
っ
て
き
た
地
域
ご
と

の
お
祭
り
、
神
事
と
い
う
の
が
、
協
会
が
担

う
べ
き
基
本
的
な
事
業
で
、
協
会
と
し
て
の

価
値
は
そ
こ
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
独
自

事
業
に
つ
い
て
は
、
現
状
の
体
制
の
中
で
な

か
な
か
厳
し
い
状
況
と
考
え
る
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ
に

関
し
て
は
、
市
が
行
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る

が
、
我
々
が
輸
出
の
事
務
、
外
国
人
旅
行
客

の
バ
ス
や
旅
館
の
手
配
な
ど
を
担
い
、
市
と

協
力
し
な
が
ら
課
題
の
整
理
を
行
う
こ
と
で

事
業
の
推
進
が
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

※ 

平
成
31
年
度
の
一
般
会
計
予
算
審
査
（
18
～
19
ペ
ー
ジ
参
照
）

の
内
容
を
踏
ま
え
、
市
長
に
総
括
的
な
質
疑
を
行
っ
た
も
の
。

一
般
会
計
予
算
審
査
に
お
け
る

市
長
へ
の
総
括
質
疑

教
育
の
充
実
な
ど
の
教
育
関
連
に

つ
い
て

Ｑ　
市
長
は
「
教
育
の
充
実
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
視

点
の
一
つ
と
し
て
き
て
い
る
。
行
政
主
導
の
教
育

の
充
実
、
学
力
向
上
は
や
や
も
す
れ
ば
学
力
至
上

主
義
に
拍
車
を
か
け
か
ね
な
い
。
い
じ
め
に
よ
る

だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
自
殺
者
が
出
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
事
案
に
つ
い
て
、
市
長
の
教
育
の
充
実
、
学

力
の
向
上
が
大
き
な
原
因
だ
と
い
う
こ
と
は
言
う

つ
も
り
は
な
い
が
、
派
生
す
る
問
題
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
教
育
政

策
、
教
育
の
充
実
の
視
点
に
つ
い
て
総
括
が
必
要

で
あ
る
。
今
回
の
背
景
に
市
長
が
掲
げ
て
き
た
教

育
の
充
実
、
学
力
向
上
が
及
ぼ
し
た
影
響
は
な

か
っ
た
か
、
総
括
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　

教
育
が
最
も
似
合
う
ま
ち
が
新
発
田
だ
と
思
っ

て
い
る
。
教
育
の
充
実
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
４
つ

の
柱
の
通
し
柱
で
は
な
い
か
と
思
う
ほ
ど
、
思
い

入
れ
が
強
い
。
市
長
の
立
場
で
教
育
を
と
ら
え
る

と
、
人
口
減
少
社
会
と
い
う
な
か
で
、
選
ば
れ
る

ま
ち
に
な
る
に
は
、
こ
こ
を
充
実
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
私
の
い
う
教
育

の
充
実
と
い
う
の
は
、
子
ど
も
た
ち
の
意
欲
を
喚

起
し
、
自
ら
学
び
、
考
え
、
そ
し
て
自
己
実
現
に

つ
な
げ
て
い
く
、
そ
し
て
最
後
に
い
い
人
生
だ
と

思
え
る
人
生
を
歩
む
た
め
に
子
ど
も
た
ち
は
学
ば

な
く
て
は
い
け
な
い
、
そ
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

る
。
具
体
的
な
方
策
は
教
育
委
員
会
の
施
策
等
を

尊
重
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

今
回
の
問
題
の
対
策
と
し
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
、
部
活
動
指
導

員
が
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、
評
価
す
る
が
、
ぜ
ひ

大
胆
な
予
算
措
置
を
お
願
い
し
た
い
。
市
長
の
任

期
の
中
で
ど
う
い
っ
た
計
画
、
予
算
措
置
を
さ
れ

て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
伺
う
。

Ａ　

教
育
委
員
会
へ
の
サ
ポ
ー
ト
だ
が
、
教
員
と
子

ど
も
た
ち
が
向
き
合
え
る
時
間
を
作
る
た
め
、

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
、

部
活
動
指
導
員
を
市
単
独
で
行
っ
て
い
る
。
エ
ア

コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
、
全
部
合
わ
せ
る
と
前

年
度
か
ら
見
て
７
億
５
千
万
円
ほ
ど
教
育
に
つ
い

て
い
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
教
育
の
充
実

に
関
し
て
だ
け
は
後
ろ
か
ら
支
え
て
い
る
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
つ
い
て

Ｑ　
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
施
策
に
つ
い
て
、
予
算

規
模
が
少
な
い
。
数
年
前
に
検
討
を
重
ね
、
施
策

が
作
ら
れ
、
実
証
実
験
等
も
行
わ
れ
た
が
実
を
結

ん
で
い
な
い
。
電
気
も
地
産
地
消
と
い
う
流
れ
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
新
発
田
に
も
資
源
は
あ
る
。

平
成
31
年
度
に
は
森
林
環
境
税
が
入
っ
て
く
る
の

で
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
発
電
な
ど
に
有
効
活
用

す
る
な
ど
考
え
ら
れ
な
い
か
。
市
民
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
ど
う
確
保
す
る
か
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向

け
た
市
長
の
展
望
を
お
聞
き
す
る
。

Ａ　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
３
・
11
大
震

災
に
よ
っ
て
全
国
的
な
ム
ー
ド
と
い
う
状
況
に
な

り
、
新
発
田
の
賦
存
量
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
っ

た
が
、
賦
存
量
が
あ
ま
り
な
い
と
い
う
結
果
が
出

た
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
小
水
力
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
と
示
さ
れ
て
い
る
。
国
の
動
き
も
推
進

し
た
り
、
買
取
価
格
を
下
げ
た
り
と
、
ち
ぐ
は
ぐ

で
あ
る
。
加
治
川
用
水
の
小
水
力
発
電
や
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
の
取
り
組
み
も
始
ま
る
よ
う
で
あ
り
、

ま
だ
こ
う
だ
と
い
う
効
果
は
見
え
な
い
が
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
研
究
は
継
続
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

療
養
休
暇
者
数
と
職
員
数
の
関
係

に
つ
い
て

Ｑ　
平
成
25
年
か
ら
平
成
30
年
ま
で
、
療
養
休
暇
を

取
得
す
る
職
員
が
高
ど
ま
り
で
き
て
い
る
。
精
神

疾
患
が
20
名
を
超
え
て
い
る
。
平
成
30
年
度
に

あ
っ
て
は
33
名
と
極
端
に
増
え
て
い
る
。
一
方
、

平
成
29
年
４
月
３
日
現
在
と
平
成
30
年
４
月
２
日

現
在
の
職
員
数
を
み
る
と
パ
ー
ト
を
抜
い
た
正
職

員
、
再
任
用
職
員
、
臨
時
職
員
の
合
計
で
42
名
少

な
く
な
っ
て
い
る
。
精
神
疾
患
が
前
年
度
と
比
べ

８
名
増
え
て
い
る
の
は
、
職
員
数
と
の
兼
ね
合
い

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

職
員
の
人
数
が
減
っ
た
こ
と
に
は
理
由
が
あ

る
。
正
職
員
は
紫
雲
寺
の
国
保
診
療
所
が
廃
止
に

な
っ
た
た
め
、
臨
時
職
員
は
臨
時
福
祉
給
付
金
が

終
了
し
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
人
員
が
減
っ
た
こ

と
が
メ
ン
タ
ル
に
影
響
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た

い
。
組
織
の
ス
リ
ム
化
と
い
っ
て
も
管
理
職
を
減

ら
し
、
係
長
以
下
を
増
や
し
て
い
る
。
メ
ン
タ
ル

の
部
分
は
、
職
場
、
ご
家
庭
、
あ
る
い
は
個
人
的

な
も
の
な
ど
総
合
的
に
作
用
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。
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　平成 31 年度一般会計予算においては、10 月か
ら消費税が２％上がるという税制改革による消費
の低迷、税収減に落ちかねないことも懸念される
中、前年度比 0.3％増額の 411 億３,000 万円の予
算とした。歳入の確保において、若干の心配をし
ている。提案した産業支援センターの早期設置な
ど、商工会議所等との連携による市内経済の活性
化を期待し、賛成する。

市民クラブ　佐久間 敏夫
賛成

　31 年度市政運営と執行に当たり、第１に急激
な少子高齢化と人口減少進行下での政策転換の
可能性、不可避性について、第２に総務省によ
る「消滅自治体」に次ぐ新たな自治体版「ショッ
ク・ドクトリン」への対応について、第３に自治
体は「住民福祉の増進を図る」ためにあるという
ことについて、第４に「いのち輝くまちづくり」
について、以上４点の視点から問題提起し、賛成
する。

民主クラブ　渡部　良一
賛成

　平成31年度一般会計予算について、会派とし
ての賛成・反対の意見を述べています。

討 論
discussion

本会議での一般会計予算審査
特別委員会委員長報告

　市長は、本予算を「少子化対策」「産業振興」
「教育の充実」、そして新たに「健康長寿」を柱に
据え、将来にわたる健全財政を見据えた予算とし
た。それらの実現に向け、基本となる公共交通網
の問題については、今後、交通事業者、行政の関
係主体や地域と連携し、相互の協同による市内全
体の路線の再構築が求められているものと考えら
れるので、実効性のある支援策を強く要望し、賛
成する。

つなぐ会　板垣　　功
賛成

　スクールサポート事業等、次世代を担う子ども
たちへの投資に積極的な予算と、基幹産業の農業
予算は米だけに頼らない所得向上への投資。農産
物輸出促進事業を評価。国際化の進展により在住
外国人は年々増加、日本語学習の支援、多文化共
生事業は重要。空家対策推進事業に解体、除去費
用の一部助成を新設。空家の解消に進展と、周辺
地域の住環境の改善となる。効率の高い事業と財
政健全化へ適切な歳入確保を期待し、賛成する。

公明党　渡邊　喜夫
賛成

　地方自治法は市民の福祉の増進を求めている
が、消費税は弱い者いじめの不公平税制である。
市内経済や雇用も良くはない。10％への増税は
暮らしを直撃する。市長は、増税に反対し市民の
防波堤として努力すべきでないか。いじめ対策上
も教員の多忙化解消に、人的強化や校務支援シス
テム導入を速やかに実行すべきである。農業面で
は、小農を守り農林水産業人口を減らさない地方
創生に力点をおくべきと考え、反対する。

新発田政友会　川﨑　孝一
賛成

　「住みよいまち日本一　健康田園文化都市しばた」
を将来都市像に掲げ、これまでの「少子化対策」

「産業振興」「教育の充実」の３つの柱に加え、来た
る超高齢化社会に全庁あげて取組を始めるため、４
つ目の柱に「健康長寿」を掲げている。寝たきり、
認知症にならない、元気で活動的な人生を送っても
らうための施策や「健康長寿アクティブプラン」の
策定など、きめ細やかな施策で市民に密着した予算
に、大いに期待し、賛成する。
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　議案は分野ごとに所管する常任委員会に付託され審査されます。
　その審査の経緯と結果は、本会議で各常任委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されます。
　（※以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

常任委員会の審査状況

２月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案14件で、審査の結果、議案はすべて可
決すべきものとしました。

■市長等の給料の特例に関する条例制定について��
市長、副市長及び教育長の給料月額を在任期間中

５％減額する条例案に対して、条例本則での議論も

なしに削減するのは反対との討論がありました。

採決の結果、賛成多数で可決すべきものと決しま

した。

■行政組織条例の一部を改正する条例制定について��
新年度から農林整備課と地域整備課の分掌事務の

再編内容について、整備、計画部門は地域整備課、

維持管理部門は新設する維持管理課が所管し、林業

に関する事務を農業施策のソフト部門を担当する農

水振興課へ移管する旨の答弁がありました。

採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきものと

決しました。

■特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について��
議員並びに市長、副市長及び教育長の期末手当に

ついて、新発田市特別職報酬等審議会より答申を受

け、支給月額を 0.05 月引き上げる条例改正を行うこ

とに対し、市民の理解は得られないことから反対と

の討論がありました。

採決の結果、賛成多数で可決すべきものと決しま

した。

■平成30年度一般会計補正予算（第８号）について（当委員会所管分）�
庁舎建設基金残高が約 13 億 1,000 万円、そのう

ち約３億円を財政調整基金へ積み立て、残りの約 10

億円を公共施設等総合管理基金への積立金原資とす

る旨、また、ふるさとしばた応援寄附推進事業は、昨

年の決算額は約４億 2,200 万円、今年度は４億 3,500

万円を見込んでいるとの答弁がありました。

採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきものと

決しました。

委員長　小柳　　肇総 務 常 任 委 員 会

本会議における総務常任委員会の委員長報告 経済建設常任委員会の付託議案審査の様子
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委員長　石山　洋子社会文教常任委員会
２月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案13件で、審査の結果、議案はすべて
可決すべきものとしました。

条例改正後の利用拡大内容についての質疑に、
「利用者が減少している高齢者レクリエーションセン
ターを子どもから若い世代も利用しやすくするため
に、五十公野レクリエーションセンターへ名称を変
更し、更に定期的な休館日の廃止、閉館時間を午後
９時 30 分までに延長する。松浦小学校の体育館は、

人工芝を敷き、主にフットサル、ラグビー、野球、
ゲートボール練習等に使用が可能となる」と答弁が
ありました。

採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきものと
決しました。

■体育施設条例の一部を改正する条例制定について��

イチゴ栽培の現状についての質疑に、「新規就農者
にとって、イチゴは取り組みやすい状況もあり、県
の支援制度、新規就農者の資本整備事業として、今
年度は４件程該当者がおり、新年度は既に８件の要
望がある」と答弁がありました。月岡温泉の石畳、
美装化工事の時期、その見通しの質疑に、「石を切
り出すところから始まるので、かなり時間と手間を
要する。現在、泉慶前を舗装しており、繁忙期を避
けるため、年内中に完了予定」との答弁がありまし
た。大規模盛土造成地の調査箇所の質疑に、「大規
模盛土造成地変動予測調査事業として、場所は金塚

の朝日団地のあたりと、もう一か所は藤塚浜の造成
地で、区画整理を行った区域になっており、盛土の
量ではなく、面積 3,000 ㎡以上が対象となったとこ
ろである」と答弁がありました。松くい虫の現状は
の質疑に、「平成 25 年がピークということで、現在
97％減となり、ほぼ鎮静化したと見ている。今後も
虫の飛び込み等も想定されるので、薬剤散布と伐倒
駆除等により 1,000 本前後は毎年対応する必要があ
ると推測している」と答弁がありました。

採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきものと
決しました。

■平成30年度一般会計補正予算（第８号）について（当委員会所管分）��

水道料金を平均 10.4％改定するため、基本料金及
び水道料金について所要の改正等を行い、６月から
施行したい、一般家庭では一月当たり約 500 円の負
担増をお願いしたいとの説明があり、平均約 10％の
値上げについて、市民への説明を徹底してもらいた
いとの質疑に、「水道審議会からも丁寧な説明が必要
との附帯意見をいただいており、改定まで説明に努
めたい」と答弁がありました。

　「水道料金の値上げは、市民への負担となるため反
対する」との討論、「職員は多方面にわたり努力して
きたと思う。徹底して市民に理解と協力を得られる
よう努力することを願って賛成する」と討論があり
ました。

採決の結果、賛成多数で可決すべきものと決しま
した。

■上水道条例の一部を改正する条例制定について��

後期高齢者、人間ドックの対象年齢についての質
疑に、「後期高齢者医療保険の被保険者である、75
歳以上の方全てに該当する」と答弁がありました。

　採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきものと
決しました。

■平成31年度後期高齢者医療特別会計予算議定について��

埋蔵文化財の発掘調査の進捗状況についての質疑
に、「埋蔵文化財発掘調査を早期に実施してほしい旨
の要望があり、真摯に受け止めている。早期実施に
は人手が重要であり、31 年度に向け１名の職員採用
を行う。今後も十分協議を行っていきたい」と答弁
がありました。

がん検診事業についての質疑に、「胃がん、大腸が
ん、肺がん、乳がん、子宮頸がんの５つの検診事業、

9,346 万 1,000 円の予算総額のうち 800 万円が、受
診が少なかったため減額となった。無料化対象年齢
を変え、受診率向上対策を取ってきたが伸び悩んで
いる。今後は、助成金、検診会場、複合健診等、他
市町も参考にできるところから改善を検討していく」
と答弁がありました。

採決の結果、委員全員の賛成で可決すべきものと
決しました。

■平成30年度一般会計補正予算（第８号）について（当委員会所管分）��

　２月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案19件で、審査の結果、議案はすべて
可決・承認すべきものとしました。

委員長　今田　修栄経済建設常任委員会
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市議会４年間の活動を報告します !

広 報 広 聴 活 動
◎議会活動の報告や意見交換を行いました

平成 27 年度 議会報告会１回（８か所）
　　 28 年度 議会報告会２回（16 か所）
　　 29 年度 議会報告会２回（16 か所）
　　 30 年度 議会報告会２回（10 か所）　意見交換会３団体

本 　 会 　 議
◎市の事務や将来の考え方などについて質問しました

平成 27 年度 会派代表質問５人 一般質問 61 人
　　 28 年度 会派代表質問５人 一般質問 59 人
　　 29 年度 会派代表質問５人 一般質問 49 人
　　 30 年度 会派代表質問５人 一般質問 53 人

◎市民の皆さんの声をお聞きしました （　）内は採択した数

平成 27 年度 請願６件（２） 陳情６件（０）
　　 28 年度 請願６件（４） 陳情６件（３）
　　 29 年度 請願３件（３） 陳情２件（２）
　　 30 年度 請願５件（３） 陳情０件（０）

◎市議会の意見を表明しました	 （　）内は採択した数

平成 27 年度 意見書 20 件（18） 決議１件（１）
　　 28 年度 意見書 19 件（17） 決議０件（０）
　　 29 年度 意見書 12 件（11） 決議０件（０）
　　 30 年度 意見書 10 件（10） 決議１件（１）

議会報告会 先進地視察
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委 　 員 　 会
◎先進地視察を行いました
総務常任委員会

平成 27 年度 ・男女共同参画事業の市の取り組み

　　 28 年度

・女性・若者の「移住・定住・働く意欲」好循環創出事業
・移住・定住促進策、雇用創出策等
・サテライトオフィス誘致プロモーション
・移住・定住促進策、雇用創出策・糸島スタイルの取り組み

　　 29 年度
・農業者の収入増と若年人口増、ＩＪＵターンの施策
・弾道ミサイルを想定した住民避難訓練の詳細
・ショッピングセンターにおける期日前投票

　　 30 年度

・歴史と文化の環境税について
・地域公共交通施策
・防犯施策
・人口減少対策（若者定住促進策）

　
社会文教常任委員会

平成 27 年度 ・子育て支援コンシェルジュ
・文京区版ネウボラ事業

　　 28 年度

・コミュニティスクール
・消防ＯＢ活用による危機管理体制の 24 時間化
・子育て世代の住み替え補助
・電子図書の貸し出し

　　 29 年度 ・小中学校部活指導者派遣の取り組み
・スポーツツーリングの取り組み

　　 30 年度
・歴史資料館の運営
・地域包括ケアシステムの構築
・「大東元気でまっせ体操」による地域主体の介護予防拠点づくり

　
経済建設常任委員会

平成 27 年度
・６次産業化支援事業の取り組み
・小水力発電事業の取り組み
・くるくるエコプロジェクトの取り組み

　　 28 年度

・表参道・新潟館ネスパス
・観光施策
・小田原市観光戦略ビジョン
・地域連携ＤＭＯ

　　 29 年度 ・農業の６次産業化の取り組み

　　 30 年度 ・「増田のまちなみ（内蔵）」による観光振興
・道の駅おが　オガーレ

　
議会運営委員会

平成 27 年度 ・議会改革の取り組み
　　 28 年度 ・決算審査方式
　　 29 年度 ・議会改革の取り組み
　　 30 年度 ・議会改革及び議会基本条例の検証・市議会だより
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請願・陳情の処理経過及び結果

件　名 処�理�経�過�及�び�結�果

第３次勧告の完全履
行により悪臭発生を止
める措置を求める請
願書
（平成30年３月採択）

第３次勧告以降、悪臭防止法の規制値を超える臭気が減少傾向であったことから、

事業者がある程度勧告を履行していると推察できる。しかし、未だに規制値を超える

臭気が観測されていることなどから、勧告の履行がまだ不足していると考えている。

勧告の履行状況を確認するための立入検査は、豚の病気や豚コレラの発生などによる

防疫体制の強化を理由として、平成 30 年５月と 12 月の２回の実施となっている。

悪臭改善には第３次勧告を完全に履行させることが肝要であることから、定期的な

立入検査の実施と指導を行うことで臭気改善を図りたい。また、臭気測定を強化する

ことで、臭気の状態をより正確に把握し、臭気改善に役立てたい。

学校給食に於ける除
去食拡大に関する請
願書
（平成30年12月採択）

これまで、食物アレルギーを持つ児童生徒に対しても、可能な限り、アレルギー食

材の除去対応をした給食を提供することを基本方針として、３品目の部分除去対応を

実施してきた。しかし、学校給食においても、より多様な対応が求められていること

から、今後は、食物アレルギー対応する品目数の拡大、国・県の指針に基づいたアレ

ルギー食材の完全除去対応及び代替食の提供について、一刻も早く実施したいと考え

ている。

そのためには、十分な準備が必要であるため、事前準備をしっかり整えた上で実施

したいと考えており、現在、そのための調査・検討を進めている。

赤谷林道にてタクシー
の早期運行実施に関
する陳情書
（平成29年３月採択）

平成 28 年８月まで、タクシー会社及び関係機関と協議を重ねたところであるが、

平成 28 年９月の工事車両転落による死亡事故、平成 29 年７月、平成 30 年５月の林

道法面の崩落により、平成 29 年度から赤谷林道及び湯の平登山道を閉鎖している。

また、平成 30 年度に現地確認をしたところ、林道の損傷等が見受けられたこと、

林道法面崩落の危険性と進行が確認されたことから、まずは徒歩で通行ができるよう

関係機関と林道開通・復旧に向けて協議を行っていきたい。

そのため、タクシー運行については、人命を第一に考え、林道の復旧と安全性が確

認され次第、慎重に検討を進めたい。

東小学校開校に伴う
スクールバスに関する
陳情書
（平成30年３月採択）

東小学校開校に伴う通学支援については、東中学校区公共交通・通学支援検討委員

会で、公共交通と併せて検討を重ねてきた。当初コミュニティバスを運行し通学にも

活用する方向だったが、路線バス事業者との競合を避けざるを得ないことから、コ

ミュニティバスの運行ができなくなった。

このことから、より利用しやすい公共交通、通学支援の方法はないか、路線バス事

業者と調整した結果、小学校の登下校にあわせた路線バスを増便し、運行経路を変更

するほか、小戸行きも対応できるよう変更することにより、通学支援が可能であると

判断し、路線バスを利用した通学支援を行うこととした。米倉・赤谷地区について

は、路線バスの運行を継続させていただく。

児童が安全に路線バスに乗車できるよう、学校職員や通学支援員が「東中学校前」

バス停で見守りを行っている。

なお、米倉地区でも検討組織が立ち上がり、今後も公共交通と通学支援の検討を継

続していくこととしており、よりよい通学支援となるよう引き続き検討していく。

　議会で採択された請願や陳情について、所管の部署がどのように処理対応したのか、その途中経過や結果
が報告されたものをお知らせします。（抜粋）
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ホームページで市議会を紹介しています
http://www.shibata-shigikai.jp/

市議会のホームページでは、市議会のしくみや議員名簿、議会日程等を掲載

しています。

本会議や常任委員会で議員の質問や市長等の答弁を記録した「会議録」を検

索閲覧することができます。スマートフォンやタブレット端末でも検索できま

す。他にも、｢市議会だより｣ のバックナンバー（83号以降）を見ることがで

きますので、ぜひご覧ください。

なお、このたびの２月定例会の

会議録は、６月上旬頃に掲載予定

です。

また、これまでの会議録（冊子）

は、市立中央図書館（イクネスし

ばた内）に設置されています。

本会議をエフエムしばた
（76.9MHz）で生中継します！

　本会議（定例会のみ）の様子を、エフエムしばたで生放送します。

　生放送は本会議開始（午前10時）から終了まで全て放送します。インターネッ

トサイマルラジオでも聴くことができます。

　緊急情報や休憩などにより中断することがあります。

　ぜひお聴きください。
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編　集　委　員
 委 員 長 若月　　学

 副委員長 小坂　博司

 委　　員 川﨑　孝一

 〃 湯浅佐太郎

 〃 佐藤　武男

 〃 佐久間敏夫 

 〃 中村　　功

 〃 加藤　和雄

 〃 阿部　　聡

 〃 石山　洋子
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り
ま
す
が
、
今
ま
で
以
上
に
議
会
の
役

割
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

〈
文
責 

編
集
委
員　

加
藤　

和
雄
〉

・「本会議」「各委員会」が傍聴できます。

・�「本会議」「各委員会」は、午前 10時
から始まります。

・�「本会議」「各委員会」は、市役所
本庁舎４階の議場または委員会室
で行います。

・�傍聴希望の方は、会議当日、本庁
舎４階議会事務局までお越しくだ
さい。

・�団体等で大勢の場合は、事前に議
会事務局までご連絡ください。

・�音声受信機を貸し出しています。
会議当日に議会事務局にお申し出く
ださい。

※一般質問２日目及び３日目は、一般質問の通告議員が多い場合に行います。

変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等でお知らせします。
6月定例会日程予定6月定例会日程予定 議会を

傍聴しませんか！日 月 火 水 木 金 土
5/26 27 28 29 30 31 6/1

告示日 

議会運営 
委員会

請願・陳情 
提出期限

2 3 4 5 6 7 8
議会運営 
委員会

本会議

（ ）
9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
本会議

（　　　 ）
意見書提出期限

本会議
（　　　 ）

本会議
（　　　 ）
議会運営委員会

総務常任 
委員会

社会文教 
常任委員会

23 24 25 26 27 28 29
経済建設 

常任委員会
議会運営 
委員会

本会議

初日・
提案理由説明・

委員会付託

最終日、一般
会計新年度
予算議案採決

一般質問
１日目

一般質問
２日目

一般質問
３日目

（ 最終日 ）

【お詫び】
前号第 130 号 20 ページの本市議会行政視察状況において、佐藤武男議員、佐久間敏夫議員、稲垣富士雄

議員、中村功議員、宮島信人議員の視察内容の「木更津市産業・創造支援センターの設置」は、「木更津市
産業・創業支援センターの設置」の誤りでした。
お詫びして訂正いたします。


